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◎4レ

　　　　　　　　　　　　　　　単位：万円

騰6，、33（鍵与鍵鴨孟数料
　　（7．9％）

　　　　　　地方交付税
　　　　　　娼億9，1網（32．9％）

」

明日を担う子供たちのために魅力あるまちづくり

／市税
43紫慧1，775

（29．o％λ

　　　　歳入

　国鷹・
支出金諸収天

羅灘灘

市債9億0，850（6．1％）

こ出金6億7，671（4．6％）
4｛意8，670　（3．3％）
賊
燈
　
繰

5，372（3．0％）

　　　　　　　覇5．5％）

　　歳出　憶総務費
　　　　　　　　　18億7，麟8
　　　　　　　　　麟2．癒％〉

　　　　　教青費
　　公債費鰺億3，5劉

欝霧欝饗i夢

ガ104（7．6％）
7．4％）

≧（5．0％）

億
費
費
費

伽
会
働
辮

の
議
労
災
予

そ

巨

ユ

L商工費11億

生費11億0，05
水産業費7億4，
4｛意6，609　（3．

農
防
　
消

㎜

㎜
総
額
2
3
7
億
2
、
2
9
0
万
円

皿

伸
び
率
11
・
4
％
の

積
極
型
予
算

一

◆一般会計…148億6，400万円（7．5％）
◆特別会計……88億5，890万円（18．5％）

・国民健康保険……21億0，150万円（△3．5％）

・簡易水道…………12億円　　　　（92．9％）

・下水道事業………23億5，700万円（3LO％）

・老人保健…………31億0，800万円（11．3％）

・農業集落排水事業……3，750万円（8．1％）

・駐車場…・……………・・5，490万円（9．8％）

■総　　額……237億2，290万円（11．4％）

◆水道事業会計

・収益的収入………・………・…・7億4，413万円

・　〃　支出……………・…・…・7億5，987万円

・資本的収入…………一一・……8，238万円

・　〃　支出……………一・・…2億4，585万円

　
平
成
四
年
度
予
算
が
、
三
月
の
定
例
市
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

一
般
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
二
三
七
億
二
、
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

O
万
円
で
対
前
年
度
比
の
伸
び
率
は
一
「
・
四
％
（
一
般
会
計
は
一

四
八
億
六
、
四
〇
〇
万
円
伸
び
率
七
・
五
％
）
の
積
極
型
予
算
で
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
勢
の
活
性
化
と
行
政
水
準
向
上
の
た

め
の
施
策
の
実
施
を
念
頭
に
お
き
、
従
来
か
ら
進
め
て
き
た
行
財
政

改
革
を
着
実
に
進
め
、
健
全
財
政
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
①
北
越
北
線
、
当
問
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
供
用
開

始
年
度
が
決
定
し
て
い
る
事
業
を
最
優
先
②
流
雪
溝
用
水
の
送
水
管

布
設
事
業
や
中
継
ポ
ン
プ
場
建
設
な
ど
継
続
事
業
に
重
点
配
分
③
駅

西
地
区
と
西
本
町
の
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
将
来
を
見
通
し
て
、

今
行
わ
な
け
れ
ば
出
来
な
く
な
る
事
業
を
優
先
④
高
齢
化
社
会
に
対

す
る
地
盤
づ
く
り
の
年
に
⑤
上
・
下
水
道
の
整
備
、
公
園
・
ご
み
処

理
施
設
、
生
活
道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
…
こ
れ
ら
を
重
点
施
策

と
し
て
予
算
配
分
し
ま
し
た
。
今
月
は
、
平
成
四
年
度
予
算
の
新
規

事
業
を
中
心
に
長
期
発
展
計
画
の
柱
に
そ
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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魅
力
あ
る
都
市
基
盤
の

　
　
　
　
整
備
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買
収
と
造
成
工
事
が
始
ま
り
、

北
越
北
線
懸
縫
路
交
通
網

　
　
　
　
を
整
鎧
麟
蒙
す

　
平
成
八
年
の
北
越
急
行
開
業
に
向

け
、
高
架
橋
な
ど
目
に
見
え
る
形
で

工
事
が
進
み
、
秋
に
は
六
日
町
－
十

日
町
駅
間
で
試
験
列
車
が
走
り
ま
す
。

駅
構
内
で
は
引
き
続
き
、
高
架
橋
工

事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
本
体
工
事
の
進
ち
ょ
く
に
併

せ
、
十
日
町
市
が
実
施
し
ま
す
各
駅

前
広
場
の
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。
駅

西
口
広
場
整
備
は
、
駅
前
広
場
・
多

目
的
広
場
・
駐
車
場
内
通
路
の
用
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饗
簾
．
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
F
＾
簸
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
．
紺
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊
　
　
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
　
饗
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌

　　　　　　灘驚　　　　辮

　　　酬　　躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ

い
よ
広
場
が
形
と
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
津
池
駅
前
広
場
で
は
給
水
工

■
事
と
敷
地
造
成
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

併
せ
て
、
駅
の
東
西
を
連
絡
す
る
地

下
道
（
長
さ
一
二
五
層
、
幅
四
折
、

高
さ
三
㌶
）
は
、
今
年
設
計
と
工
事

に
一
部
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
、
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
の

が
道
路
網
の
整
備
で
す
。

　
今
年
度
は
、
川
治
明
石
町
線
を
は

じ
め
四
十
九
路
線
の
新
設
、
改
良
舗

装
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
リ
ゾ

ー
ト
開
発
を
進
め
る
た
め
、
国
道
一

ハ
　
　↑

難
灘
▲
整
備
が
予
定
－
れ
る
駅
前
広
場

〉
東
西
地
下
連
絡
道
路
イ
メ
ー
ジ

無
．

　
～
・
、

、
～
～

一
七
号
か
ら
珠
川
ま
で
の
約
三
キ
。
を

平
成
七
年
度
ま
で
の
工
期
で
道
路
整

備
を
行
い
、
本
年
度
は
エ
リ
ア
内
を

含
め
五
百
材
を
着
手
い
た
し
ま
す
。

魅
力
あ
掻
都
南
墓
盤

の
整
備
遷
力
釜
注
ぎ
ま
す

　
市
が
リ
ゾ
ー
ト
や
北
越
北
線
と
と

も
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
駅
西
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
で
す
。
今
、

地
権
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
理
解
を
い

た
だ
く
た
め
懸
命
に
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度
は
基
本
計
画

案
を
国
か
ら
承
認
し
て
も
ら
い
、
都

市
計
画
決
定
を
行
い
事
業
認
可
を
受

け
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
換
地
に
か

か
る
地
区
界
測
量
と
一
筆
測
量
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
元
年
度
に
国
の
地
域
創

生
総
合
都
市
開
発
事
業
に
指
定
さ

れ
、
二
・
三
年
度
と
余
暇
文
化
都
市
建

設
へ
の
調
査
と
基
本
構
想
を
取
り
ま

と
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
西

本
町
地
区
（
一
八
・
二
診
）
を
予
定

地
と
し
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を

具
体
化
す
る
た
め
の
調
査
設
計
と
基

本
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　
街
並
み
整
備
に
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
街
路
事
業
は
、
川
治
昭
和
町
線

や
高
田
町
南
線
を
は
じ
め
十
一
路
線

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

嬢》’

　　　　　　　寓轡

麺
灘

最大イベン下

講
．
『
噸
、
鴫

克
雪
・
魏
欝
の
慧
ち

　
　
づ
嚢
籔
鰹
進
晒
ま
す

　
雪
国
快
適
環
境
整
備
事
業
を
導
入

し
、
小
泉
地
内
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

ゴ
ル
フ
が
で
き
る
土
間
付
体
育
館
と

流
雪
溝
な
ど
を
平
成
七
年
度
ま
で
の

計
画
で
建
設
し
ま
す
。
今
年
度
は
国

の
指
定
を
受
け
た
の
ち
、
流
雪
溝
百

訂
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

沿
道
ぞ
い
の
家
屋
十
戸
以
上
が
集
ま

っ
て
、
克
雪
住
宅
に
改
良
す
る
資
金

の
利
子
補
給
を
行
う
克
雪
住
宅
共
同

整
備
事
業
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
流
雪
溝
整
備
も
J
R
補
償
用
水
の

中
継
ポ
ン
プ
場
や
着
水
槽
工
事
に
着

手
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
未
整
備
地

区
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
利

雪
・
親
雪
を
目
指
し
て
フ
ェ
ア
の
開

催
や
、
集
雪
・
貯
雪
事
業
な
ど
を
行

い
ソ
フ
ト
面
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

主
要
事
業
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
：
万
円
）

北
越
北
線
と
道
路
交
通
網
の
整
備

・
北
越
北
線
駅
周
辺
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
二
億
九
、
八
六
四

・
十
日
町
駅
地
下
道
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
○
、
一
五
二

・
道
路
新
設
改
良
事
業
（
川
治
明
石
町
線

他
四
十
九
路
線
）
　
七
億
五
、
九
六
二

・
道
路
維
持
修
繕
工
事
　
　
七
、
五
三
一

・
》
ゾ
ー
ト
関
連
道
路
工
事
（
市
道
水
沢

珠
川
線
の
改
良
）
　
一
億
二
、
○
○
○

都
市
開
発
の
推
進

・
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
四
四
五

・
地
域
創
生
総
合
都
市
開
発
事
業
（
西
本

町
地
区
調
査
設
計
・
基
本
計
画
策
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
〇
一
〇

・
街
路
事
業
（
高
田
町
南
線
他
十
一
路
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
八
、
四
四
九

克
雪
・
利
雪
の
推
進

一

・
道
路
除
雪
費
　
　
　
三
億
○
、
〇
九
七

・
雪
国
快
適
環
境
整
備
事
業
　
　
九
三
〇

・
克
雪
タ
ウ
ン
整
備
共
同
事
業
（
屋
根
雪

処
理
）
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
二

・
克
雪
住
宅
共
同
整
備
事
業
　
　
一
三
三

・
凍
雪
害
防
止
事
業
（
高
山
城
之
古
線
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
九
〇
〇

・
流
雪
溝
関
連
整
備
事
業
（
中
継
ポ
ン
プ

場
築
造
設
計
・
送
水
施
設
工
事
・
流
雪

溝
整
備
等
）
　
　
　
一
億
八
、
一
五
〇

・
防
雪
事
業
（
水
沢
珠
川
線
雪
崩
防
止
棚

3　と・お、ガ『夢豊　平成4年4月10日



鳩

～

安
全
で
快
適
な

　
　
　
暮
ら
し
よ
い
ま
ち
づ
く
り

快
適
な
盤
活
環
境
の

　
十
日
町
市
は
、
快
適
な
ま
ち
つ
く

り
を
目
指
し
て
上
水
道
施
設
・
簡
易

水
道
施
設
の
整
備
や
生
活
雑
排
水
・

工
場
排
水
に
よ
る
公
共
下
水
道
の
整

備
を
進
め
、
快
適
環
境
を
お
届
け
す

る
た
め
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
は
、
引
き
続
き
川
治

地
区
と
リ
ゾ
ー
ト
開
業
に
向
け
馬
場
・

水
沢
地
区
に
管
渠
布
設
工
事
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
将
来

の
需
要
量
の
増
加
に
備
え
て
、
下
水

処
理
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工
事
に
着
手

し
ま
す
。

　
上
水
道
は
、
八
箇
地
区
を
引
き
続

整
備
叢
進
め
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
“

き
整
備
す
る
ほ
か
、

う
布
設
替
え
、

、
す
．
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
改
良
に
伴

　
　
　
　
　
　
漏
水
対
策
を
行
い
ま

　
　
　
　
　
上
水
道
浄
配
水
場
を
リ

モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
す
る
た
め

新
し
い
機
種
を
導
入
す
る
改
良
工
事

を
行
い
ま
す
。
簡
易
水
道
は
、
引
き

続
き
池
沢
地
区
の
拡
張
工
事
と
リ
ゾ

ー
ト
開
発
に
伴
い
馬
場
・
水
沢
地
区

に
管
渠
布
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

震
畿
螺
蕎
蹟
麓

　
空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
環
境
美

化
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
空
き
缶

回
収
奨
励
補
助
と
回
収
運
搬
委
託
事

業
を
行
い
ま
す
。

〈
空
き
缶
回
収
奨
励
補
助
と
は
〉

　
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
P
T
A

な
ど
を
対
象
に
、
空
き
缶
集
団
回
収

団
体
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま

す。

そ
し
て
、
そ
の
団
体
が
空
き
缶
（
ア

ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
缶
）
を
集
団
で
回

収
し
て
業
者
に
売
却
し
た
場
合
、
申

請
に
よ
り
一
キ
。
当
た
り
五
円
の
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

〈
空
き
缶
回
収
運
搬
委
託
と
は
〉

　
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
の
団
体
が
継

続
的
に
集
団
回
収
す
る
場
合
、
団
体

が
一
時
保
管
し
て
あ
る
空
き
缶
を
ま

と
め
て
回
収
業
者
に
売
却

す
る
た
め
、
高
齢
者
事
業

団
に
委
託
し
て
年
五
回
、

量
の
確
認
と
合
わ
せ
て
回

収
と
運
搬
を
し
ま
す
。

〈
ご
み
集
積
庫
設
置
補
助

と
は
〉

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

美
化
と
収
集
を
速
や
か
に

行
う
た
め
、
各
町
内
が
設

置
場
所
の
確
保
と
管
理
の

責
任
を
持
つ
と
き
、
一
施

設
の
事
業
費
が
五
万
円
以

上
の
場
合
、
予
算
の
範
囲

内
で
三
〇
％
（
限
度
額
四
万
五
千
円
）

の
補
助
を
行
い
ま
す
。
（
補
助
対
象
限

度
額
は
十
五
万
円
）

公
園
の
整
備
遷
線
化
事
業

　
　
　
　
を
琵
譲
慧
慧
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
毎
日
を
明
る

く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
の

は
、
人
間
性
豊
か
な
潤
い
で
す
。
今

年
度
も
公
園
の
整
備
や
緑
化
事
業
に

力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
十
日
町
市
総
合
公
園
に
は
、
今
年

度
新
た
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ニ
面
の
造

成
と
、
駐
車
場
・
歩
道
整
備
・
植
栽

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
総

合
体
育
館
前
で
緑
道
整
備
「
水
の
広

場
」
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　　　　　塾
　　　　韓　　　覆

、鞭纒

安
全
な
諜
叢
防
瑛
救
助
の

　
　
　
体
制
灘
整
騰
欝
ま
す

　
だ
れ
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

は
、
防
災
・
救
急
・
救
助
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
今
年
度
は
、
お
年
寄
り
の
交

通
安
全
教
育
に
力
を
入
れ
ま
す
。
市

街
地
と
吉
田
地
区
を
対
象
に
四
十
町

内
を
指
定
し
、
交
通
安
全
指
導
員
八

十
五
名
を
委
嘱
し
て
、
戸
別
訪
問
に

よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
の
安

全
教
育
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
の
区
画
線
の
整
備
や

街
灯
の
設
置
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
四
日
町
の
市
営
住
宅
を
身
障
者
世

帯
向
け
に
改
修
す
る
ほ
か
、
消
火
栓

も
十
四
基
設
置
い
た
し
ま
す
。

設
置
工
事
）
　
　
　
　
　
二
、
一
〇
〇

・
克
雪
利
雪
フ
ェ
ア
の
開
催
　
　
三
〇
〇

・
冬
期
集
落
保
安
要
員
設
置
事
業
八
三
幽

・
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
　
　
二
億
三
、
◎
○
○

・
地
域
ぐ
る
み
除
雪
活
動
推
進
事
業
（
小

型
除
雪
機
購
入
）
　
　
　
　
　
六
三
〇

・
集
雪
・
貯
雪
・
利
雪
事
業
（
雪
を
夏
場

の
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
）
　
　
　
三
五
◎

生
活
環
境
の
整
備

・
公
共
下
水
道
事
業
一
〇
億
七
、
0
0
Q

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
（
麹

ゾ
ー
ト
関
連
〉
　
　
三
億
六
、
一
一
六

・
池
沢
地
区
簡
水
拡
張
事
業一
億
五
、
量
一
七

・
馬
水
地
区
簡
水
拡
張
事
業
（
リ
ゾ
ー
ト

関
連
）
　
　
　
　
　
五
億
六
、
◎
二
〇

・
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
二
億
六
、
三
五
二

・
空
き
缶
回
収
事
業
（
奨
励
金
の
交
付
・

運
搬
委
託
）
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

・
ご
み
集
積
庫
設
置
補
助
事
業
　
芒
蓋

・
十
日
町
市
総
合
公
園
整
備
事
業
六
、
四
三
〇

・
市
営
住
宅
障
害
者
改
修
事
業
　
　
五
五

・
消
火
栓
新
設
・
移
設
工
事
（
十
四
基
）

八
六
二

交
通
安
全
対
策

・
路
面
表
示
・
防
護
棚
設
置
事
業
九
〇
三

・
駐
車
場
設
置
貸
付
金
事
業

二
、
二
一
九

・
高
齢
者
交
通
安
全
教
育
拡
充
事
業
七
二

4



健
康
と
豊
か
な
福
祉
は

み
ん
な
の
力
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

お
年
憲
懸
鰻
福
泄
を

　
　
　
　
　
　
発
繋
毒
鐘
ま
す

　
お
年
寄
り
が
生
き
が
い
を
も
ち
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
築

く
た
め
、
本
年
度
新
た
に
地
域
福
祉

基
金
に
一
億
円
を
追
加
積
立
て
し
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
運
用
益
を
活
用

し
て
保
健
、
医
療
、
福
祉
が
一
体
と

な
っ
た
十
日
町
独
自
の
老
人
保
健
福

祉
計
画
の
作
成
や
市
民
福
祉
ま
つ
り

な
ど
を
開
き
ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄

り
が
暮
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
専
用

の
部
屋
を
増
改
築
す
る
資
金
の
貸
し

付
け
と
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

　
ね
た
き
り
老
人
の
見
舞
金
を
廃
止

し
、
介
護
者
へ
の
手
当
支
給
（
三
千

円
×
十
二
月
）
に
切
り
か
え
、
新
た

に
痴
呆
性
の
お
年
寄
り
を
含
む
事
業

に
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
お
年

寄
り
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
熱
は
大
変
高

く
、
そ
の
要
望
に
応
え
て
冬
期
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
す
る

た
め
、
市
民
体
育
館
に
人
工
芝
マ
ッ

ト
（
一
七
㌶
×
二
二
㌶
）
を
一
面
設

置
し
、
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
や

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
日
常
生
活
用

具
（
ギ
ャ
ッ
チ
ベ
ッ
ド
、
緊
急
通
報

灘
・

ゲートボールはお年寄りの生きがいのひとつ

装
置
、
エ
ア
パ
ッ
ト
、
マ
ッ

ト
レ
ス
）
給
付
事
業
や
、
定

期
的
に
お
む
つ
を
貸
与
す
る

ね
た
き
り
老
人
家
庭
援
助
事

業
も
行
い
ま
す
．

社
蒙
福
鐙
の

　
　
窮
契
竈
灘
櫛

　
　
　
一
層
進
額
諜
す

　
地
域
の
福
祉
活
動
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
を
育
成
し
、
教
育
、

医
療
、

　
　
　
　
　
　
　
“

ま
す
。
本
年
度
は
、

区
ニ
カ
所
を
指
定
し
、

　
　
　
福
祉
が
一
体
化
し
た
在
宅
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
つ
く
り
を
目
指
し

　
　
　
　
　
　
　
　
下
条
・
水
沢
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
公
民
館

活
動
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
運
営
費
は
、
地
域
福
祉
基
金
の

運
用
益
で
賄
い
ま
す
。

　
重
度
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
を
廃

止
し
、
心
身
障
害
児
を
養
育
監
護
し

て
い
る
保
護
者
に
介
護
手
当
（
三
千

円
×
十
二
月
）
を
増
額
し
、
二
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
全
介
護
者
を

含
む
事
業
に
拡
大
し
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
お
い
て
は
、
高
山
保

育
所
と
北
原
保
育
所
の
ニ
カ
所
で
保

育
所
と
地
域
の
保
護
者
や
お
年
寄
り

と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
モ
チ
つ
き

や
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

交
流
と
育
児
講
座
、
保
育
所
間
交
流

を
行
い
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

地域福祉に欠かせない家庭奉仕員派遣事業

健
康
講
襲
鞭
謹
検
診
事
業

　
　
　
　
儀
苑
遜
態
鍵
ま
す

　
今
年
度
も
成
人
病
予
防
対
策
に
力

を
入
れ
ま
す
。
特
に
大
腸
が
ん
が
全

国
的
に
増
え
て
い
る
中
、
老
人
保
健

法
が
見
直
さ
れ
、
が
ん
検
診
の
中
に

大
腸
が
ん
検
診
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。
市
で
は
医
師
会
の
協
力
を
得

て
、
四
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
の
人
を

対
象
に
行
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
で
は
、
検
診
の
す

き
ま
と
な
っ
て
い
た
二
歳
六
カ
月
児

を
対
象
に
身
体
測
定
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
で
講
演
会
や
研
修
会

を
行
い
健
康
教
育
を
充
実
さ
せ
、
総

合
的
な
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
据
え
置
き

と
い
た
し
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

・
地
域
福
糧
基
金
活
翔
事
業
（
老
人
保
健

繕
獺
”
祉
計
画
作
成
欄
｝
）
　
　
　
　
　
　
ふ
ハ
○
○

・
高
齢
者
等
住
宅
設
備
資
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
四

・
ね
だ
き
椴
老
人
等
介
護
手
当
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
六

・
蟹
内
ゲ
…
ト
溺
ー
ル
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五

・
敬
老
祝
金
晶
支
給
事
業
　
　
　
八
七
九

・
慧
人
ダ
灘
ブ
勤
成
　
　
　
　
五
七
四

・
老
戴
添
i
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、
五
七
一

・
鑑
戴
霞
常
盤
活
罵
具
給
付
事
業
四
〇
圏

・
逡
戴
鍾
鰯
天
駈
給
徹
事
業
皿
、
〇
二
一

・
寝
癒
き
ゆ
鑑
義
家
庭
援
勤
事
業
一
九
二

・
敬
鑑
会
勤
成
　
　
　
　
　
　
　
遜
戴
八

社
会
福
祉
の
充
実

・
地
匪
獲
協
設
置
事
業
（
氷
沢
・
下
条
地

羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
◎

・
重
度
癒
身
障
警
蝿
煮
奔
護
手
幾
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜
二
四

・
箋
癬
園
、
恵
福
園
身
体
障
警
者
デ
イ
サ

ー
馨
灘
峯
業
　
　
　
　
　
　
　
施
蓋
九
、

・
・
鰹
身
障
警
養
通
辮
援
護
事
業
　
四
◎
七

・
要
援
護
懸
辮
除
雪
費
補
勤
　
　
　
三
四

・
饗
叢
保
欝
議
難
域
溝
動
難
業
　
　
六
六

健
康
・
医
療
体
制
の
充
実

・
診
療
辮
施
設
整
備
資
金
貸
獄
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
翫
六
戴

・
灘
嚢
健
康
診
釜
　
　
　
　
戴
、
圏
六
園

・
響
種
畢
隣
接
種
事
業
（
結
核
・
日
黍
脳

炎
・
塚
潔
灘
薙
謡
ン
ザ
等
）
叢
、
四
一
蓬
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　心豊かな
　　人を
育てるまちづくり

文
化
財
探
護
響
弛
域
に

根
ざ
し
な
教
竃
蓬
逡
め
ま
す

　
国
宝
級
の
火
焔
型
土
器
が
発
掘
さ

れ
た
笹
山
遺
跡
の
史
跡
指
定
に
む
け
、

土
地
の
保
全
と
環
境
整
備
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
笹
山
遺
跡
と
鉢
石
仏
の

ニ
カ
所
に
指
定
文
化
財
を
説
明
す
る

説
明
板
の
設
置
と
火
焔
型
土
器
な
ど

の
展
示
を
説
明
す
る
案
内
板
を
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
調
査
、
遺
物

整
理
事
業
も
今
年
は
、
城
之
古
、
吉

〉
火
焔
型
土
器
を
は
じ
め
文
化
財
を

　
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す

田
南
部
、
当
間
地
区
で

行
い
ま
す
．

　
平
成
七
年
度
を
最
終

年
度
と
し
て
進
め
て
い

る
市
史
編
さ
ん
出
版
事

業
は
、
近
世
編
H
、
近
・

現
代
1
、
民
俗
編
の
資

料
編
を
各
二
千
部
刊
行

し
ま
す
。
ま
た
、
市
史

リ
ポ
ー
ト
と
お
か
ま
ち

や
中
学
生
に
よ
る
市
史

づ
く
り
の
作
品
募
集
、

十
日
町
の
む
か
し
ば
な

し
を
刊
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、
博
物
館
で
は
原
始
・
古
代
・

中
世
の
展
示
が
十
年
を
経
過
し
、
そ

の
大
部
分
が
博
物
館
新
館
に
移
行
し

た
た
め
、
新
し
い
資
料
と
し
て
近
世
、

近
・
現
代
の
も
の
を
展
示
す
る
設
計

を
行
い
ま
す
。

　
図
書
館
建
設
事
業
は
、
建
設
の
た

め
の
準
備
と
し
て
図
書
館
建
設
計
画

書
の
策
定
、
公
民
館
図
書
の
移
行
準

備
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
設

計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

学
校
薦
設
・
設
備
を

　
　
　
　
　
　
発
嚢
毯
ま
す

　
今
年
度
は
、
十
日
町
中
学
校
、
鐙

島
・
名
ヶ
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

造
成
工
事
を
行
う
ほ
か
、
水
沢
中
学

校
に
プ
ー
ル
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、

下
条
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
修
繕
、
浄

化
槽
、
校
舎
屋
根
防
水
工
事
を
行
い

ま
す
。

　
学
校
給
食
で
は
、
野
中
小
学
校
の

冬
期
間
の
給
食
休
止
を
解
消
す
る
た

め
、
自
校
給
食
に
し
、
通
年
給
食
を

行
う
ほ
か
、
十
日
町
小
学
校
の
給
食

ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
と
オ
ー
ブ
ン
設
置

に
よ
る
給
食
の
多
様
化
を
図
り
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
は
、
南
・
水

沢
中
学
校
に
各
二
十
二
台
導
入
し
、

中
学
校
へ
の
導
入
を
完
了
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
十

日
町
小
・
中
条
中
学
校
を
対
象
に
、

「
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
」
を
開
校
し
、

各
学
校
の
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、

市
・
学
校
・
保
護
者
が
手
を
取
り
合

っ
て
活
動
す
る
事
業
を
進
め
ま
す
。

体
育
・
鍛
雛
ー
轡
の

　
　
　
　
振
輿
遜
図
燈
ま
す

　
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
整
備
の
中
で
、
最
も
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
城
ヶ
丘
多
目
的
広
場
整

備
事
業
で
す
。
城
ヶ
丘
野
球
場
を
通

年
利
用
で
き
る
多
目
的
広
場
に
改
良

し
、
雪
ま
つ
り
や
夏
期
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
利
用
す
る
中
央
ス
テ
ー
ジ
や

芝
生
広
場
、
休
養
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
整

備
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
プ
ー
ル
、
東
部

運
動
広
場
、
陸
上
競
技
場
な
ど
を
整

備
し
ま
す
．

交
流
・
璽
繋
醤
一
テ
ィ

　
　
事
業
遜
欝
購
膨
ま
す

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
は
最

も
大
切
な
事
業
で
す
。
大
好
き
十
日

町
会
の
育
成
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

昨
年
発
会
し
た
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹

都
市
交
流
協
会
を
積
極
的
に
支
援

し
、
コ
モ
市
と
の
き
ず
な
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業

に
は
、
今
年
度
か
ら
事
業
実
施
の
経

費
を
補
助
し
ま
す
。
田
毎
の
月
周
辺
、

下
条
温
泉
活
用
、
新
座
城
山
遊
歩
道

整
備
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
・
社
会
教
育
の
推
進

・
博
物
館
常
設
展
示
室
展
示
替
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇

・
市
史
編
さ
ん
出
版
事
薬
　
五
、
八
四
九

・
史
跡
指
定
事
業
　
　
　
　
　
　
六
七
九

・
指
定
文
化
財
説
明
案
内
板
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇

・
図
書
館
建
設
準
備
事
業
　
　
　
六
五
〇

学
校
施
設
・
設
備
の
整
備

・
鐙
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
〇

・
名
ヶ
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
五
〇

・
水
沢
中
学
校
プ
ー
ル
新
設
整
備
事
業
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
三
〇
二

・
下
条
小
学
校
施
設
整
備
事
業
（
プ
ー
ル

修
繕
・
浄
化
槽
工
事
・
校
舎
屋
根
防
水

工
事
）
　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
〇
〇

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業
（
南
中
・
水

沢
中
）
　
　
　
　
　
　
　
七
、
○
〇
五

・
生
活
科
新
設
に
伴
う
設
備
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇

・
い
き
い
き
ス
タ
ー
ル
推
進
事
業
（
十
小
・

中
条
中
）
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
一

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
施
設
の
整
備

・
市
民
プ
ー
ル
整
備
事
業
（
更
衣
室
内
整

備
・
洗
体
槽
及
び
シ
ャ
ワ
ー
装
置
改
良

他
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
〇

・
東
部
運
動
広
場
ト
イ
レ
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇

交
流
事
業
の
推
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

・
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
助

成
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
入
○

・
ま
ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業
（
計
画
策

定
費
に
対
す
る
補
助
）
　
　
　
一
五
〇

・
田
毎
の
月
周
辺
整
備
　
　
　
　
二
四
九

・
下
条
温
泉
活
用
整
備
　
　
　
　
二
五
〇

・
新
座
城
山
遊
歩
道
整
備
　
　
　
二
五
〇
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若者が定着できる
魅力ある産業の
活きづくまちづくり

リ
ゾ
ー
欝
翻
鑓
建
向
け

　
　
公
共
事
業
遜
難
勤
ま
す
、

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
十

日
町
市
の
活
性
化
を
進
め
る
う
え
で

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
地
権
者
の
ご
理
解
を
得
る
た
め

用
地
交
渉
を
懸
命
に
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
い
よ
い
よ
今
年
度
一
部
着
工
が
予

定
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
市
で
は
進
入

路
な
ど
の
改
良
、
下
水
道
、
簡
易
水

道
の
整
備
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

魅
力
あ
麓
獲
業
経
営
に
向
け

　
　
基
盤
整
備
灘
國
紛
ま
す

　
十
日
町
市
の
農
業
は
、
昔
か
ら
良

質
米
づ
く
り
に
か
け
て
定
評
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
生
産
性
の
高
い
農

業
経
営
を
図
る
た
め
、
さ
ら
に
土
地

基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
は
、
引
き
続

き
大
黒
沢
、
上
ノ
山
、
高
島
、
島
工

区
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
広
域
営

農
団
地
農
道
整
備
事
業
で
は
、
珠
川

か
ら
当
間
川
に
向
か
っ
て
一
三
〇
〇

材
を
本
年
度
整
備
し
ま
す
。
農
村
総

合
整
備
モ
デ
ル
事
業
は
、
椌
木
、
中

在
家
、
浅
之
平
、
城
之
古
な
ど
九
カ

所
の
農
道
や
農
業
用
水
路
の
整
備
を

し
ま
す
。
ま
た
、
姿
地
区
に
高
床
式

の
集
会
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　
川
西
町
か
ら
津
南
町
ま
で
の
三
〇

。
。
を
広
域
基
幹
林
道
「
中
魚
沼
丘
陵

線
」
と
し
て
県
営
事
業
で
開
設
す
る
た

め
、
全
体
計
画
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
農
業
振
興
を
進
め
る
た
め
今
年
度

は
、
ぎ
ん
な
ん
の
里
づ
く
り
事
業
へ

の
支
援
や
足
腰
の
強
い
農
業
基
盤
を

図
る
た
め
、
収
益
性
の
高
い
作
物
、

集
団
転
作
な
ど
へ
の
転
換
を
奨
励
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
江
道
地
区
の

維
持
管
理
が
困
難
な
水
田
を
対
象

に
、
転
作
を
図
る
た
め
の
ほ
場
や
農

道
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
六
箇
山
谷
地
区
に
は
、
木
造
二
階

，
建
の
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し翻

ま
す
。
ま
た
、
低
コ
ス
ト
農
業
を
推

進
す
る
た
め
近
代
化
農
業
機
械
を
導

入
し
ま
す
．

　
林
業
は
、
林
道
反
り
目
線
を
開
設

す
る
ほ
か
、
新
植
、
下
刈
、
間
伐
、

枝
打
ち
な
ど
森
林
総
合
整
備
事
業
を

推
進
し
森
林
保
護
に
力
を
入
れ
ま
す
。

商
工
叢
糠
籔
籔
慰

　
　
ま
ち
韓
灘
欝
謹
欝
ま
す

　
地
場
産
業
跨
振
興
を
図
る
た
め
、

産
地
、
卸
商
社
、
専
門
店
の
呉
服
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
、

通
業
界
の
青
年
部
が
一
同
に
会
す
る
、

全
国
呉
服
青
年
連
合
会
全
国
大
会
を

支
援
す
る
ほ
か
、
き
も
み
の
つ
ど
い

の
活
動
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
地
域
の
商
業
活
性

化
を
目
指
し
た
十
日
町
ス
タ
ン
プ
協

同
組
合
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
事
業
を

育
成
す
る
た
め
の
助
成
を
し
ま
す
。

　
誘
客
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ク

ロ
ス
ー
0
内
の
大
型
ビ
デ
オ
ユ
ー
ナ
ー

を
改
装
す
る
ほ
か
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
の
発
送
を
含
め
た
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
懇
談
会
へ
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
勤
労
者
住
宅
貸
付
、

産
業
育
成
資
金
貸
付
、
中
小
企
業
振

興
資
金
貸
付
、
工
場
建
設
資
金
貸
付

な
ど
、
市
の
制
度
資
金
の
貸
付
金
を

大
幅
に
拡
大
し
、
商
工
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

o

農
業
・
林
業
の
振
興

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
（
苗
場
下
段
・
吉

　
田
南
部
他
）
　
　
　
　
　
三
、
三
八
一

・
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
六

・
農
村
総
合
整
備
モ
瀦
ル
事
業
（
十
日
町

　
西
南
部
地
区
農
業
期
水
路
・
姿
集
会
所

　
建
設
）
・
　
　
　
　
　
一
億
四
、
二
一
〇

・
ぎ
ん
な
ん
の
塁
づ
く
η
事
業
　
　
五
〇

・
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
（
六
籔

　
幽
谷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
』

・
営
農
集
団
機
械
購
入
補
助
事
業
（
川
治
・

　
中
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
五

・
出
關
地
水
田
管
翼
活
駕
促
進
事
業
（
江

　
道
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
〇
六

・
水
囲
農
業
確
立
対
策
市
単
独
奨
励
補
助

　
事
業
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二
二
五

・
低
認
ス
盤
高
麟
質
畜
産
生
産
集
団
育
成

　
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
蓋
八

・
農
網
地
有
効
測
駕
モ
デ
ル
集
落
整
備
事

　
業
（
鐙
坂
育
苗
施
設
農
赫
広
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
七
二
二

・
林
道
反
ゆ
目
線
開
設
事
業
二
、
七
〇
『

・
中
魚
沼
丘
陵
線
開
設
事
業
（
広
域
基
幹

　
林
道
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六

。
商
工
業
の
振
興

・
勤
嶽
著
住
堀
貸
醤
金
　
　
八
、
五
三
〇

・
金
国
難
服
青
年
遠
合
会
全
国
犬
会
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
◎
○

・
叢
物
の
集
鱒
活
動
助
成
事
業
　
　
二
〇

・
藷
日
灘
ス
タ
ン
プ
協
同
紺
振
ロ
プ
リ
ペ
ー

　
総
力
！
欝
事
業
　
　
　
　
　
　
　
○
○

・
誘
客
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
一
九
六
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瞬

年平
、環
境
保

◆ψ◆瀞φ個”◆鞭φ伺”r”φ砂φ網”◆瀞釧N帥

　
市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
九
日
か
ら
十
九
日
ま

で
の
十
一
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会

で
は
「
平
成
四
年
度
一
般
会
計
予
算
・
各
特
別
会
計
予
算
・

水
道
事
業
会
計
予
算
」
「
環
境
保
全
条
例
制
定
」
「
ね
た
き

り
老
人
等
介
護
手
当
支
給
条
例
制
定
」
な
ど
議
案
四
十
七

件
、
陳
情
一
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
十
三
人
が
立
ち
、
教
育
問
題
・
福
祉
行

政
・
リ
ゾ
ー
ト
問
題
：
心
る
さ
と
創
生
事
業
な
ど
に
つ
い

て
た
だ
し
ま
し
た
。

全
条
例
を麟

制
定

議

案

rひ祠卜姫・ひψφ・禰ゆ・覗ゆ・砂◆｛9・“ひψφ榊φ・ψ◆ψ◆一ひ◆覗

　
　
　
人
事
関
係

　
■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
…
…
八
島
勉
氏

の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
条
例
関
係

　
■
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
…
…
報
酬
月
額
を
議

長
「
三
四
五
、
○
○
○
円
」
を

「
三
六
五
、
○
○
○
円
」
に
、

副
議
長
「
二
八
○
、
○
○
○
円
」

を
「
二
九
六
、
○
○
○
円
」
に
、

議
員
「
二
六
〇
、
○
○
○
円
」

を
「
二
八
○
、
○
○
○
円
」
に

引
き
上
げ
ま
す
。
（
四
月
一
日
か

ら
施
行
）

　
■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

　　　　ハ　　　　　　ワ　　
　
ド タぎ　　　 　ノ　　　
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庭野重信　　　　　　　　　　　2．ゴミ問題について

　1．駅西及び駅周辺の開発につ半間　　正

　いて　　　　　　　　　　　　1．妻有大橋開通について

　2．シルクコンビナート構想に　　2．交通・誘客問題について

　ついて　　　　　　　尾身隆一
　3．公的骨髄バンクについて　　1．リゾート問題について

西野政男　　　　　　　　　　　2．学校給食について

　1．学校5日制について　　　　　3．融資制度について

　2．少年非行防止について　　　　4．育児休業法について

高橋秀雄　　　　　　　　　　　5．自民党の金権腐敗政治につ

　1．平成4年度予算について　　　いて

　2．介護休業制度について　　　大島広栄

　3．市街地の鉄道による分断の　1．学校給食について

　防止について　　　　　　　　2．コメ問題について

村山隆太郎　　　　　　　　　　3．市道除雪について

　1．土木行政について　　　　　水落　　明

小川元一　　　　　　　　　　1．ふるさと創生事業について

　1．教育行政について　　　　　大島清松　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．水資源確保と対策について　　1．市活性化の方策について、

　3．妻有大橋開通について　　　尾身孝昭　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り佐藤一男　　　　　　　　　　1．リゾート開発と母都市づくi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　1．福祉行政について　　　　　　　りについて　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　2．農林行政について　　　　　2．保育所のミルク（脱脂粉乳）i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ村山耕司　　　　　　　　について　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　1．農業問踵について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
…
…

「
通
勤
手
当
」
を
加
え
、
給
与

月
額
を
市
長
「
七
六
八
、
○
○

○
円
」
を
「
八
〇
三
、
○
○
○

円
」
に
、
助
役
「
五
九
九
、
○

○
○
円
」
を
「
六
二
六
、
○
○

○
円
」
に
、
収
人
役
「
五
四
七
、

○
○
○
円
」
を
「
五
七
二
、
○

○
○
円
」
に
引
き
上
げ
ま
す
。

（
四
月
一
日
か
ら
施
行
）

　
■
非
常
勤
特
別
職
等
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
並
び
に
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

…
…
教
育
委
員
会
委
員
長
、
監

査
委
員
、
農
業
委
員
会
会
長
な

ど
の
報
酬
月
額
を
「
一
、
○
○

○
円
か
ら
二
、
○
○
○
円
」
引

き
上
げ
、
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
、
公
平
委
員
会
委
員
な
ど
の

報
酬
日
額
を
「
二
〇
〇
円
」
引

き
上
げ
ま
す
。
（
四
月
一
日
か
ら

施
行
）

　
■
地
域
福
祉
基
金
条
例
の
一

部
改
正
…
…
基
金
の
額
「
一
億

円
」
を
「
二
億
五
千
万
円
」
に

増
額
し
ま
し
た
。

　
■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
改
正
…
…
管

理
の
委
託
先
及
び
利
用
料
に
つ

い
て
改
正
し
ま
し
た
。

　
■
簡
易
水
道
及
び
小
規
模
水

道
条
例
の
一
部
改
正
…
…
給
水

区
域
に
「
珠
川
」
地
区
を
加
え

ま
し
た
。

　
■
簡
易
水
道
事
業
費
分
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
改
正
…
…
条

文
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
句

読
点
及
び
接
続
語
を
加
え
、
た

だ
し
書
き
で
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
市
長
が
基
準
を
変

更
で
き
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
…
…
助
産
費
「
一
三
万

円
」
を
「
二
四
万
円
」
に
引
き

上
げ
ま
す
。
（
四
月
一
日
以
降
の

出
産
か
ら
適
用
）

　
■
環
境
保
全
条
例
制
定
…
…

従
来
の
大
気
、
水
質
汚
染
、
悪
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臭
な
ど
を
主
な
対
象
と
し
た
公

害
の
枠
を
自
然
環
境
、
生
活
環

境
・
文
化
環
境
ま
で
広
げ
、
広

範
囲
な
環
境
保
全
を
目
指
し
ま

す
。
（
四
月
一
日
か
ら
施
行
）

　
■
農
村
集
落
．
多
目
的
利
用
広

場
条
例
の
一
部
改
正
…
…
農
村

生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め

姿
地
区
に
広
場
を
設
置
し
ま
す
。

（
四
月
一
日
か
ら
施
行
）

　
■
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手

当
支
給
条
例
…
…
従
来
ね
た
き

り
老
人
に
支
給
し
て
い
た
見
舞

金
の
範
囲
を
痴
呆
性
老
人
、
高

齢
重
度
心
身
障
害
者
に
広
げ
、

介
護
し
て
い
る
者
に
支
給
す
る

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
（
四
月

一
日
か
ら
施
行
、
ね
た
き
り
老

人
見
舞
金
支
給
条
例
は
廃
止
）

　
■
重
度
心
身
障
害
児
者
介
護

手
当
支
給
条
例
制
定
…
…
従
来

二
十
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害

児
の
保
護
者
に
支
給
し
て
い
た

も
の
の
範
囲
を
、
六
十
五
歳
未

満
ま
で
拡
大
し
、
介
護
し
て
い

る
者
に
支
給
す
る
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。
（
四
月
一
日
か
ら
施

行
、
重
度
心
身
障
害
児
福
祉
手

当
支
給
条
例
は
廃
止
）

　
　
予
算
関
係

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
平
成
三
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
…
…
①
図
書
館
建
設
資

金
積
立
金
、
雪
ま
つ
り
委
託
料

な
ど
追
加
及
び
事
業
費
確
定
に

よ
り
九
、
三
〇
五
万
七
千
円
を

減
額
し
ま
し
た
。
②
除
雪
圧
雪

委
託
料
な
ど
一
億
二
、
〇
五
六

万
七
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
三
年
度
各
特
別
会
計

補
正
予
算
…
…

▼
国
民
健
康
保
険
－
一
般
被

保
険
者
療
養
給
付
費
減
額
、
老

人
保
健
拠
出
金
減
額
、
給
付
準

備
基
金
積
立
金
追
加
な
ど
差
し

引
き
二
、
二
九
七
万
六
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

▼
簡
易
水
道
－
工
事
費
の
確

定
な
ど
に
よ
り
八
四
四
万
円
を

減
額
し
ま
し
た
。

▼
下
水
道
事
業
1
①
工
事
請

負
費
な
ど
九
七
三
万
六
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。
②
水
沢
地
区

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
費
四
、
〇
一
七
万
円
を
翌
年

度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

▼
老
人
保
健
－
一
般
管
理
費

な
ど
一
九
万
一
千
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

▼
農
業
集
落
排
水
－
建
設
事

業
費
な
ど
六
五
万
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

▼
駐
車
場
－
前
年
度
繰
越
金

確
定
に
よ
り
一
般
会
計
繰
入
金

を
減
額
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
三
年
度
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
…
…
収
益
的
収
入

に
お
い
て
給
水
収
益
な
ど
九
五

五
万
円
を
増
額
し
、
同
支
出
に

お
い
て
動
力
費
な
ど
七
七
五
万

円
減
額
し
、
資
本
的
収
入
に
お

い
て
消
火
栓
新
設
工
事
費
負
担

金
七
〇
万
円
減
額
し
、
同
支
出

に
お
い
て
施
設
改
良
費
な
ど
四

六
二
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
四
年
度
一
般
会
計
予

算
、
各
特
別
会
計
予
算
、
水
道

事
業
△
万
計
予
算

　
　
そ
　
の
　
他

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
青
年
学
級
の
開
設
…
…
平

成
四
年
度
も
十
日
町
市
公
民
館

に
て
青
年
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

　
■
字
の
変
更
…
－
①
八
箇
孕

石
、
椌
木
地
内
の
ほ
場
整
備
に

と
も
な
い
字
界
の
変
更
及
び
区

域
内
の
小
字
を
廃
止
し
ま
す
。

②
高
島
地
内
県
営
ほ
場
整
備
に

と
も
な
い
字
界
の
変
更
及
び
区

域
内
の
小
字
を
廃
止
し
ま
す
。

　
■
地
方
自
治
法
第
一
九
六
条

の
改
正
に
と
も
な
い
、
次
の
組

合
規
約
の
監
査
委
員
選
任
の
規

定
を
変
更
し
ま
し
た
。

▼
魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合
規

約▼
新
潟
県
十
日
町
市
川
西
町
衛

生
施
設
組
合
規
約

▼
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

規
約
▼
新
潟
県
自
治
会
館
管
理
組
合

規
約
▼
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組

合
規
約

▼
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合

規
約

　
市
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
健

康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
良
好
な
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
十
日
町
市
環
境
保

全
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
今
後
リ
ゾ

ー
ト
大
規
模
開
発
や
北
越
急
行

の
開
業
な
ど
地
域
環
境
の
整
備

が
進
む
に
つ
れ
、
企
業
の
進
出

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
や
、
産
業

廃
棄
物
処
分
場
進
出
の
計
画

が
、
こ
れ
ま
で
に
た
び
た
び
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

現
状
と
将
来
を
考
え
て
、
公
害

の
防
止
、
自
然
環
境
保
全
の
面

か
ら
検
討
し
、
平
成
四
年
第
一

回
定
例
市
議
会
で
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
条
例
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

自
然
・
生
活
・
文
化
環
境
を
確
保

一
、
条
例
の
精
神

　
良
好
な
環
境
（
自
然
・
生
活
・

文
化
環
境
）
を
確
保
す
る
た
め
、

法
律
や
県
条
例
、
要
綱
な
ど
で

規
制
基
準
や
罰
則
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、
さ

ら
に
こ
れ
ら
の
法
令
を
遵
守
す

る
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
市
長
、

事
業
者
、
市
民
の
責
務
を
定
め

て
い
ま
す
。

二
、
条
例
の
特
長

　
良
好
な
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
法
令
の
遵
守
、
市
の
施
策

へ
の
協
力
を
義
務
づ
け
た
ほ
か
、

市
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、

更
に
環
境
保
全
の
細
部
に
つ
い

て
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
て

指
導
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、

必
要
に
応
じ
て
事
業
場
な
ど
へ

の
立
入
り
調
査
や
指
導
・
勧
告

を
行
い
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場

合
は
、
事
業
者
名
等
の
公
表
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
、
審
議
会
の
設
置

　
条
例
制
定
に
よ
り
、
十
日
町

市
公
害
対
策
審
議
会
を
廃
止

し
、
新
た
に
十
日
町
市
環
境
保

全
審
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

四
、
施
行
規
則

　
条
例
の
施
行
に
関
し
て
規
則

を
定
め
、
協
定
の
締
結
内
容
を

十
五
項
目
規
定
し
、
事
業
者
と

の
協
定
を
締
結
、
ま
た
、
市
長

は
必
要
に
応
じ
て
、
協
定
の
締

結
内
容
な
ど
審
議
会
に
協
議
で

き
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
四
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

「灘

～ねたきり老人等ど重度心身障害児者

　　　　　　　　　　を介護する人1こ～

　市では、ねたきり老人見舞金と重度心

身障害児福祉手当を廃止し、これらの介

護者に介護手当を支給することになりま

した。該当する人は、早めに社会福祉事

務所（暦5籍31珊にご相談ください。

　《ねたき璽老人等介護事当湊

■対象者　65歳以上のねたきりや痴呆で、

　在宅で常時介護が必要なお年寄りを介

　護して）・る同居の家族。

■支給額　1カ月　3，00◎円

層担当高齢福祉係（奮内線136）

　く重度心身障害児者介護手当〉

醤対象者　身体障害者手緩鑑級（20歳宋

　満の場合は1・一2級）所持者まだは療育

　手帳Aの所持者で、在宅懸常時介護が

　必要な人を介護して糖る同居の家族等。

劇支給額　塗カ月　3，000円

鱒担　当　援護係（盈内線133）

　※いずれの制度も民生児童委員の意見

　や担当職員の確認調査を経て、認建す

　ることになります。
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溌嬰面懸画

愚翻諫融

藺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
一
人
に
市
民
ほ
う
賞

市議会議場（3月3旧）で記念撮影

　
平
成
三
年
度
市
民
ほ
う
賞
の
表
彰
式
が
、
三
月
三
十
一

日
㈹
市
役
所
で
行
わ
れ
、
次
の
三
十
一
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
長
年
市
政
の
進
展
や
社
会

福
祉
の
増
進
、
交
通
安
全
運
動
な
ど
に
貢
献
さ
れ
、
市
政

功
労
者
と
し
て
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則
に
基
づ
い
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
＊
自

樋
口
佐
藤
上
村
庭
野
佐
藤
宮
澤
水
野

大
島
村
山

　
治
＊

熊
蔵
さ
ん
（
中
条
旭
町
）

勝
巳
さ
ん

仁
平
さ
ん

耕
策
さ
ん

一
男
さ
ん

健
一
さ
ん

寛
男
さ
ん

清
松
さ
ん

　
力
さ
ん
（
北
新
田
一
）

　
育
＊

正
吉
さ
ん
（
本
町
一
上
）

　
業
＊

良
一
さ
ん
（
本
町
五
）

邦
治
さ
ん
（
本
町
東
一
）

（
伊
達
四
）

（
土
市
一
）

（
新
座
三
）

（
新
光
寺
）

（
小
黒
沢
）

（
川
治
下
町
一
）

（
丸
山
町
）

　
＊
教

瀧
澤
　
＊
産

関
口
高
橋
　
＊
治
山
・
治
水
＊

入
田
　
年
徳
さ
ん
（
稲
　
葉
）

　
＊
道
路
維
持
管
理
＊

上
村
　
清
宣
さ
ん
（
伊
達
二
）

　
＊
福
　
祉
＊

西
郷
　
道
子
さ
ん
（
昭
和
町
三
）

尾
身
齋
治
郎
さ
ん
（
鉢
　
二
）

村
山
　
和
子
さ
ん
（
新
座
二
）

久
保
田
俊
作
さ
ん
（
新
　
水
）

　
＊
保
健
・
体
育
＊

馬
場
　
文
平
さ
ん
（
高
田
町
五
）

　
＊
交
通
安
全
＊

庭
野
　
　
弘
さ
ん
（
江
　
道
）

児
玉
昭
一
郎
さ
ん
（
稲
　
葉
）

田
村
　
行
観
さ
ん
（
岩
　
野
）

　
＊
防
　
災
＊

井
上
　
美
朋
さ
ん
（
西
浦
町
西
）

曽
根
藤
一
郎
さ
ん
（
池
　
谷
）

小
川
　
晴
輔
さ
ん
（
学
校
町
一
）

樋
熊
　
秀
憲
さ
ん
（
新
座
四
）

　
＊
統
　
計
＊

尾
身
　
正
作
さ
ん
（
鉢
　
一
）

越
井
　
武
男
さ
ん
（
新
座
三
）

　
＊
そ
の
他
＊

井
口
　
芳
雄
さ
ん
（
細
　
尾
）

上
村
　
久
夫
さ
ん
（
土
市
一
）

葉
葺
　
弘
一
さ
ん
（
大
黒
沢
二
）

iあ塑爾簗……巽釜ざ題調ピた

献血功労者の
皆さんに感謝状

　
三
月
二
十
一
日
d
ゆ
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
三
年
度
献
血
功

労
者
（
団
体
）
の
感
謝
状
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
，
愛
の
献
血
に
協

力
い
た
だ
い
た
個
人
二
七
六
人

と
二
つ
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
献
血
五
十
回
以
上
の
方
と
二

つ
の
団
体
を
次
の
と
お
り
紹
介

し
ま
す
。

　
　
個
人
（
献
血
百
回
）

矢
口
　
　
寛
さ
ん
（
加
賀
糸
屋
町
）

高
橋
　
和
平
さ
ん
（
大
黒
沢
一
）

大
熊
　
秀
夫
さ
ん
（
塚
　
田
）

　
　
個
人
（
献
血
八
十
回
）

高
橋
　
芳
邦
さ
ん
（
稲
荷
町
西
）

星
名
　
政
男
さ
ん
（
中
町
）

保
坂
　
正
男
さ
ん
（
椌
　
木
）

　
　
個
人
（
献
血
五
十
回
）

橋
本
　
栄
光
さ
ん
（
新
　
水
）

橋上酒村若佐湯佐滝高宮高山岡中庭
本村井竹井藤沢野沢橋澤野口村林野

た
ま
さ
ん

英
一
さ
ん

照
治
さ
ん

　
真
さ
ん

公
平
さ
ん

邦
夫
さ
ん

（
新
座
一
一
）

（
中
町
）

（
寿
町
三
）

（
山
　
根
）

（
水
沢
一
）

（
小
黒
沢
）

　
　
団

N
T
T
十
日
町
支
店

上
越
舗
道
㈱

憲
一
さ
ん
（
高
田
町
四
）

幸
英
さ
ん
（
四
日
町
三
）

芳
隆
さ
ん
（
美
雪
町
二
）

　
徹
さ
ん
（
本
町
七
－
二
）

　
晃
さ
ん
（
四
日
町
新
里
）

雄
二
さ
ん
（
稲
荷
町
三
北
）

　
修
さ
ん
（
本
町
三
）

信
秀
さ
ん
（
小
泉
一
）

松
雄
さ
ん
（
土
市
三
）

道
世
さ
ん
（
上
　
原
）

　
体
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三
月
三
十
一
日
付
け
で
十
日
町
市
（
退
職
十
二
人
、
転
出
一
人
）
十
日
町
市
川
西
町
衛

生
施
設
組
合
（
退
職
一
人
、
転
出
一
人
）
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
退
職
一
人
）
、
四

月
一
日
付
け
で
十
日
町
市
（
異
動
一
六
一
人
、
採
用
十
七
人
）
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施

設
組
合
（
異
動
一
人
、
採
用
二
人
）
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
異
動
三
十
五
人
、
採
用

一
人
）
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
市
で
は
、
駅
西
土
地
区
画
整
理
、
地
域
創
生
総
合

都
市
開
発
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
克
雪
都
市
計
画
課
に
課
長
補
佐
二
名
を
配
置
し
、
税

務
課
、
農
林
課
の
係
を
分
割
す
る
な
ど
組
織
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
課
長
補
佐
以
上
の
異
動
と
退
職
・
転
出
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
見
方
は
ー
▼
新
職

名
”
氏
名
（
異
動
前
の
職
名
）
で
す
。

　
十
日
町
市
（
四
月
一
日
付
）

【
部
長
級
】
四
名
▼
総
務
部
長

”
小
川
徳
久
（
経
済
部
長
）
▼

経
済
部
長
肝
馬
場
良
朗
（
建
設

部
長
）
▼
建
設
部
長
ー
瀬
下
敬

志
（
克
雪
都
市
計
画
課
長
）
▼

教
育
次
長
庶
務
管
理
課
長
ー
星

野
元
一
（
博
物
館
長
文
化
財
課

長
）【
課
長
級
】
十
一
名

▼
総
務
課
参
事
（
十
日
町
ソ
フ

ト
開
発
へ
派
遣
）
”
村
山
薫

（
総
務
課
副
参
事
十
日
町
ソ
フ

ト
開
発
へ
派
遣
）
▼
下
水
道
課

長
”
佐
藤
正
雄
（
水
道
局
次
長
）

▼
克
雪
都
市
計
画
課
長
“
丸
山

富
士
郎
（
下
水
道
課
長
）
▼
学

校
教
育
課
長
“
水
澤
英
成
（
学

校
教
育
課
指
導
管
理
主
事
）
▼

学
校
教
育
課
指
導
管
理
主
事
ー

菊
地
伸
雄
（
下
田
村
立
早
水
小

学
校
長
）
▼
市
史
編
さ
ん
室
長

ー
樋
熊
幸
治
（
学
校
教
育
課
参

事
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

長
）
▼
社
会
教
育
課
長
公
民
館

長
”
太
田
正
義
（
公
民
館
長
社

会
教
育
課
長
）
▼
社
会
教
育
課

参
事
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
膣
金

子
又
市
（
社
会
教
育
課
長
補
佐

社
会
教
育
係
長
）
▼
図
書
館
建

設
準
備
室
長
”
宮
沢
忠
男
（
図

書
館
建
設
準
備
室
長
公
民
館
副

館
長
）
▼
博
物
館
長
文
化
財
課

長
”
波
形
卯
’
一
（
市
史
編
さ
ん

室
長
）
▼
学
校
教
育
課
参
事
中

央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
”

富
井
一
男
（
少
年
育
成
セ
ン
タ

ー
所
長
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館

長
社
会
教
育
課
副
参
事
）

【
課
長
補
佐
級
】
十
三
名

▼
議
会
事
務
局
次
長
ー
保
坂
功

（
総
務
課
副
参
事
文
書
広
報
係

長
）
▼
地
域
開
発
室
長
補
佐
北

越
北
線
対
策
係
長
睦
上
村
敏
夫

（
地
域
開
発
室
長
補
佐
）
▼
税

務
課
長
補
佐
管
理
収
納
係
長
”

三
谷
尚
（
学
校
教
育
課
長
補
佐

学
校
教
育
係
長
）
▼
市
民
課
長

補
佐
市
民
係
長
”
風
問
栄
光

（
農
業
委
員
会
事
務
局
副
参
事

次
長
）
▼
社
会
福
祉
事
務
所
次

長
”
高
橋
友
太
郎
（
市
民
課
長

補
佐
市
民
係
長
）
▼
社
会
福
祉

事
務
所
副
参
事
（
十
日
町
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
）
腫
宮

沢
万
平
（
税
務
課
副
参
事
固
定

資
産
税
係
長
）
▼
農
林
課
長
補

佐
”
小
山
晃
一
（
税
務
課
長
補

佐
管
理
収
納
係
長
）
▼
克
雪
都

市
計
画
課
長
補
佐
（
克
雪
・
水

資
源
担
当
）
”
熊
木
剛
（
克
雪

都
市
計
画
課
長
補
佐
）
▼
克
雪

都
市
計
画
課
長
補
佐
（
都
市
計

画
・
区
画
整
理
担
当
）
”
佐
藤

一
昭
（
農
林
課
長
補
佐
）
▼
会

計
課
長
補
佐
出
納
係
長
”
竹
内

増
蔵
（
企
画
財
政
課
副
参
事
電

算
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
長
補

佐
学
校
教
育
係
長
旺
上
村
松
雄

（
会
計
課
長
補
佐
出
納
係
長
）

▼
社
会
教
育
課
長
補
佐
公
民
館

副
館
長
事
務
係
長
ー
大
渕
英
雄

　
（
公
民
館
副
参
事
事
務
係
長
社

会
教
育
課
副
参
事
）
▼
水
道
局

次
長
事
務
係
長
ー
桑
原
功
（
水

道
局
副
参
事
事
務
係
長
）

　
【
退
職
者
】
一
一
一
月
三
十
一
日
付

▼
涌
井
博
（
総
務
部
長
）
▼
梧

沢
英
男
（
教
育
次
長
庶
務
管
理

課
長
）
▼
平
野
和
善
（
学
校
教

育
課
長
・
長
岡
市
立
川
崎
東
小

学
校
へ
転
出
）
▼
桑
原
光
江
（
保

健
衛
生
課
副
参
事
保
健
衛
生
係

長
）
▼
広
田
真
霜
（
下
水
道
課

副
参
事
管
理
係
長
）
▼
松
沢
美

代
子
（
保
健
婦
）
▼
福
崎
満
夫

　
（
税
務
課
主
事
補
）
▼
佐
藤
昇

　
（
総
務
課
運
転
手
）
▼
柳
友
太

，
郎
（
高
山
保
育
所
用
務
員
）
▼

佐
藤
春
雄
（
公
民
館
運
転
手
）

▼
上
村
ヨ
キ
（
南
中
給
食
調
理

員
）
▼
水
落
菊
治
（
水
道
局
工

務
員
）

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
日
付
）

　
【
課
長
級
】
二
名

▼
消
防
署
長
兼
警
防
課
長
睦
吉

田
又
夫
（
本
部
総
務
課
長
併
組

合
総
務
課
長
）
▼
本
部
総
務
課

長
併
組
合
総
務
課
長
時
小
林
勝

美
（
川
西
分
遣
所
長
）

　
【
課
長
補
佐
級
】
　
二
名

▼
川
西
分
遣
所
長
”
大
島
真
一

郎
（
本
署
小
隊
長
）
▼
消
防
司

令
本
署
小
隊
長
ー
真
霜
万
作

　
（
消
防
司
令
補
本
署
副
小
隊
長

警
防
課
機
械
係
長
）

【
退
職
者
】
三
月
三
十
一
日
付

▼
坂
爪
孝
行
（
消
防
署
長
兼
警

防
課
長
）

十
日
町
市
川
西
町

　
　
　
　
　
　
衛
生
施
設
組
合

【
退
職
者
】
三
月
三
十
一
日
付

柳
清
（
業
務
二
係
作
業
員
）

」
織
の
変
更
㎜

0
税
務
課
固
定
資
産
税
係
の
分
割

　
固
定
資
産
税
係
業
務
が
複
雑

専
門
化
し
て
き
て
い
る
現
状
と
、

守
備
範
囲
の
広
さ
な
ど
を
考
慮

し
て
二
係
に
分
割
し
ま
し
た
．

▼
資
産
税
第
一
係
（
盈
内
線
m
）

〔
吐
撃
錯
鋤
鉾
篠
〕

▼
資
産
税
第
二
係
（
姪
内
線
m
）

〔
輝
噸
資
産
等
を
担
〕

■
農
林
課
農
地
開
発
係
の
分
割

　
　
　
▼
■
≡
．
窯
＝

　
ほ
場
整
備
の
機
運
が
全
市
的

に
高
ま
る
中
で
、
こ
れ
を
促
進

す
る
た
め
二
係
に
分
割
し
ま
し

た
。▼
農
地
計
画
係
（
盈
内
線
鰯
）

［
　
ほ
場
整
備
の
調
査
計
画
、

　
土
地
改
良
区
関
係
等
を
担

　
当
し
ま
す
。

▼
農
地
整
備
係
（
智
内
線
珊
）

［
　
ほ
場
整
備
の
実
施
・
農
用

　
地
開
発
事
業
等
を
担
当
し

　
ま
す
。

0
社
会
福
祉
事
務
所
社
会
係
の

　
　
　
　
　
　
名
称
変
更

　
高
齢
者
福
祉
へ
の
二
i
ズ
が

高
ま
る
中
、
担
当
事
務
内
容
に

照
ら
し
た
名
称
と
し
ま
し
た
。

▼
高
齢
福
祉
係
（
盈
内
線
燭
）

〔
講
耀
は
変
更
あ
り
〕

■
そ
の
他

　
企
画
財
政
課
電
算
係
を
廃
止

し
ま
し
た
。

［
　
▼
ワ

調
■
’
　
　
　
　
　
　
●

建
設
課

下水道課水道局

　　　　　計克
　　　　　　而
　　　　　露

企画
財政課

市長室

助役室

総務課
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　文化財保護審議会（竹内道雄会長）が3月10日開かれ、安養寺松尾神社の大ス

ギ1本と円通庵の三本スギを市指定天然記念物にと答申がなされました。

教育委員会はこれをうけ3月21日付で、これを指定いたしました。

　
安
養
寺
総
代
（
古
沢
陽
一
氏
）

が
管
理
し
て
い
る
松
尾
神
社
の

大
ス
ギ
は
、
安
養
寺
集
落
の
背

後
に
位
置
す
る
高
い
段
丘
の
斜

面
に
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
ま

す
。
高
さ
が
三
十
七
材
、
目
通

り
幹
回
り
は
七
材
に
達
し
、
こ

れ
は
中
条
小
貰
の
諏
訪
社
に
あ

る
県
指
定
の
大
ス
ギ
（
目
通
り
幹

回
り
八
・
七
四
材
）
に
次
い
で
、

市
内
で
二
番
目
の
大
木
で
す
。

　
北
側
の
支
幹
に
は
、
か
な
り

深
く
長
い
落
雷
の
跡
が
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
樹
勢
は
極
め
て
お

う
盛
で
樹
齢
は
五
百
年
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
幹
は
地
表
面
か
ら
約
二
㌶

の
と
こ
ろ
で
二
本
の
支
幹
に
分

か
れ
て
い
て
、
太
さ
は
ほ
ぼ
同

安養寺松尾神社の大スギ

じ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
分
岐
点
直
下
の
北
側

と
南
側
の
両
面
に
一
個
ず

つ
の
コ
ブ
が
見
ら
れ
、
北

側
の
も
の
は
直
径
約
一
・

五
材
、
南
側
の
も
の
は
約

一
層
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
側
の
支
幹
か
ら
伸
び

る
太
枝
が
最
も
大
き
く
約

十
五
材
に
達
し
、
他
の
枝

も
相
互
に
補
い
合
っ
て
、

み
ご
と
な
樹
形
を
整
え
て

い
ま
す
。

　
な
お
「
答
申
で
は
、
大
ス
ギ
の

樹
勢
を
守
る
た
め
人
為
的
な
現

状
変
更
を
極
力
さ
け
る
よ
う
、
関

係
者
の
理
解
を
求
め
て
い
ま
す
。

円
通
庵
の

　
　
　
　
三
本
ス
ギ

ー
天
然
記
念
物
－

鰹　
同
じ
く
安
養
寺
総
代
が
管
理

し
て
い
る
円
通
庵
の
三
本
ス
ギ

は
、
安
養
寺
集
落
北
部
の
段
丘

の
崖
下
に
位
置
す
る
円
通
庵
境

内
に
あ
り
ま
す
。
境
内
の
南
面

に
二
本
、
参
道
を
狭
ん
で
東
側

に
一
本
あ
り
、
県
道
か
ら
は
、
約

百
㌶
の
参
道
を
経
て
三
本
杉
の

全
容
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
南
側
奥
か
ら
一
号
、
二
号
、

東
側
の
一
本
を
三
号
ス
ギ
と
呼

び
、
太
さ
は
一
号
ス
ギ
が
最
大

で
二
号
・
三
号
の
順
に
細
く
な

っ
て
い
ま
す
。
一
号
ス
ギ
は
、

安養寺円通庵の三本スギ

樹
高
三
十
六
材
、
目
通
り
幹
回

り
六
・
八
材
に
達
し
、
松
尾
神

社
の
大
ス
ギ
に
次
い
で
市
内
で

三
番
目
の
大
木
で
す
。
地
上
約

三
材
の
と
こ
ろ
で
二
大
支
幹
に

分
か
れ
ま
す
が
、
両
者
と
も
枝

下
約
八
材
で
、
西
側
の
支
幹
が

大
き
く
、
東
側
の
支
幹
は
細
く

短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
太
い
支

．
幹
の
方
は
、
古
い
落
雷
の
跡
が

分
岐
部
分
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
二
号
ス
ギ
は
、
樹
高
三
十
六
・

九
材
目
通
り
幹
回
り
五
・
七
眉
、

三
号
ス
ギ
は
、
樹
高
二
十
九
二

層
目
通
り
幹
回
り
三
・
七
材
と

な
っ
て
お
り
三
本
と
も
や
や
樹

勢
に
衰
え
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
樹

齢
は
五
百
年
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
枝
張
り
は
、
各
号
そ
れ
ぞ
れ

最
大
十
材
か
ら
八
㌶
で
、
特
に

太
い
枝
は
な
く
主
幹
は
直
立
し

て
、
ス
ギ
の
老
木
ら
し
い
風
格

を
備
え
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
に
車
イ
ス
階
段
昇
降

機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
（
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア

事
業
）
で
導
入
し
た
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
は
車
イ
ス
の
人
が
二

階
・
三
階
に
用
の
あ
る
と
き
は

最
低
四
人
の
介
護
者
が
心
要
で

し
た
が
、
こ
の
昇
降
機
を
使
用

す
れ
ば
一
人
の
補
助
者
で
可
能

に
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

車
イ
ス
で
お
い
で
に
な
っ
て
、

階
段
昇
降
機
が
必
要
の
方
は
、

市
役
所
ホ
ー
ル
脇
の
社
会
福
祉

協
議
会
か
社
会
福
祉
事
務
所
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

行
事
等
で
こ
の
階
段
昇
降
機
が

必
要
な
場
合
も
貸
し
出
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事

務
所
援
護
係
（
智
5
7
1
3
1
1

1
内
線
鵬
）
へ
。

　
昨
年
七
月
十
三
・
十
四
日
、

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
第
十
一
回
克
雪
・
利
雪
フ
ェ

ア
で
行
わ
れ
た
「
今
冬
の
積
雪

深
予
測
ク
イ
ズ
」
に
四
四
二
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
正
解

は
一
四
五
独
．
で
、
残
念
な
が
ら

正
解
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
正
解
に
近
い
人
を
「
近
い

で
賞
」
と
し
て
、
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▼
一
四
三
袖
ン
”
柳
ミ
チ
子
（
高

田
町
三
西
）
▼
一
四
八
袖
．
”
楯

沢
な
つ
子
（
松
代
町
）
▼
一
四

九
紬
．
H
村
山
フ
ジ
ノ
（
伊
達
二
）

▼
一
四
〇
弛
．
”
庭
野
幸
治
（
八

幡
田
町
）
▼
一
五
〇
独
．
”
重
野

洋
央
（
下
川
原
町
）
▼
同
腎
尾

身
直
人
（
高
山
四
）
▼
同
聾
木

村
友
子
（
稲
荷
町
三
北
）

■
予
想
積
雪
深
の
応
募
内
訳

（
総
数
四
四
二
人
）
▼
一
〇
〇

袖
．
未
満
”
五
人
▼
一
〇
〇
～
一

九
九
袖
．
”
六
七
人
▼
二
〇
〇

～
二
九
九
弛
．
”
二
六
六
人
▼
三

〇
〇
～
三
九
九
”
九
三
人
▼
四

〇
〇
袖
．
以
上
”
一
一
人

ブ2



ま
ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
五
目
樹
締
め
切
り

募
集

　
平
成
二
年
度
よ
り
ふ
る
さ
と

創
生
一
億
円
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
市
内
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ
に
、
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
つ
く
る
費
用
の
補
助
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
皆
さ

ん
、
今
年
度
が
最
後
の
募
集
と

な
り
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

囹
事
業
の
内
容
　
各
地
域
の
振

興
会
や
市
民
活
動
の
た
め
の
企

画
・
調
査
・
研
究
な
ど
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
作
成
す
る
も
の
と

し
ま
す
。
こ
の
計
画
は
実
施
計

画
（
基
本
的
に
は
自
ら
の
団
体

な
ど
が
行
う
こ
と
を
原
則
と
す

る
）
に
結
び
つ
く
内
容
の
も
の

と
し
ま
す
。

　
［
事
業
の
範
囲
］

①
自
然
・
伝
統
的
景
観
・
歴
史

の
題
材
・
文
化
（
音
楽
・
演
劇

な
ど
）
を
活
用
す
る
ま
ち
づ
く

り
計
画

②
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画

③
観
光
資
源
を
活
用
す
る
ま
ち

づ
く
り
計
画

④
人
材
育
成
・
交
流
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
計
画

⑤
そ
の
他
ソ
フ
ト
事
業
の
ま
ち

づ
く
り
計
画

囹
応
募
対
象
者
　
①
地
区
の
振

興
会
・
婦
人
会
・
青
年
会
な
ど

②
原
則
と
し
て
十
人
以
上
の
任

意
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
三
分

の
二
以
上
の
人
が
市
民
ま
た
は

市
内
の
通
勤
者

團
補
助
対
象
経
費
　
企
画
・
調

査
・
研
究
な
ど
を
行
う
た
め
の

講
師
謝
礼
、
旅
費
、
消
耗
品
、

食
糧
費
、
通
信
費
、
会
場
借
上

料
や
成
果
作
成
の
た
め
の
印
刷

製
本
費
と
し
ま
す
。

囹
補
助
金
　
一
件
に
つ
き
事
業

費
の
十
分
の
九
と
し
、
上
限
を

三
十
万
円
と
し
ま
す
。

團
応
募
先
　
五
月
十
五
日
働
ま

で
に
、
企
画
財
政
課
企
画
調
整

係
（
智
5
7
－
3
1
1
1
内
線
謝
）

へ
事
業
計
画
書
を
一
部
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
用
紙
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

＊まちづく9特別補助事業の留意点＊

この事業の補助対象経費は、騰存の団

体・グループが新し騨事業を行う謙薗づ

くりに取脱纏む費罵を援勤するものです。

例えば、イベン狭を開くために、藩べ

ントの仕掛人である講舗を呼んだη、研

究会や座談会などの打ち合わせ・開催日・

会場・イベント内容・全体予算などの計

画づくりに対する費用を援助するもので
す。 イベント開催当日に要する費用の援

助ではありませんのでご注意ください。

○○●●●●●●○●●●●●●●○●●●●●●●●●●●●

平成4年度
十日町市まちづくり特別補助事業

～事　業　計画書

団
体
名

○地区振興会

　婦人部

代蓮
表絡
者些

OO地区振興会婦人部長

　十日町花子
自宅智57－3111

テ

1 花いっぱい運動
マ

〈
記 目

庭先や道路沿いの空き地を活用して、
四季の花を咲かせ、美しく心なごむ集落

載 的 換や学習活動を行う。
環境づくりをする。つくる喜びと情報交

例 計 1．花づくりの講習会、研究会
〉 画 2．花づくりの年間計画
の 3．地域へのPR
内 4．苗畑の確保
容 5．借地計画

実
施 自 平成4年6月1日
時 至 平成4年12月30日
期

※団体、グループの構成員を添獄してください。
※説明に要奮る計画《位置）図や資料等が必要な場合は添付し｛くださし・。

『妻有大橋』完成記念事業

幽と　き　5月17日（日）10＝00～16＝00

囹ところ　妻有大橋とその周辺

ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
ズ
・

　
　
　
ピ
ク
一
一
ツ
ク

　
　
（
ジ
ャ
ズ
公
演
会
）

◆
時
　
間
　
正
午
～
午
後
2
時

◆
と
こ
ろ
　
妻
有
大
橋
東
詰
特

設
ム
ム
場

◆
出
演
者

〈
バ
ン
ド
〉
原
　
信
夫
と
シ
ャ

　
ー
プ
ス
＆
フ
ラ
ッ
ツ

〈
ボ
ー
カ
ル
〉
伊
藤
　
君
子

〈
ゲ
ス
ト
〉
　
高
橋
　
達
也

〈
総
合
司
会
〉
い
ソ
ノ
て
ル
ヲ

｝
ヒ
ト
と
説
郵

　
過
去
、
現
在
、
未
来
の
乗
り

物
の
展
示
と
乗
車
体
験
。

◆
過
　
去
　
◎
早
か
ご
◎
人
力

　
車
◎
馬
車
の
運
行

◆
現
在
◎
か
わ
り
だ
ね
自

　
転
車
の
乗
車
体
験
◎
F
ー
マ

　
シ
ー
ン
と
二
輪
レ
ー
サ
ー
バ

　
イ
ク
の
展
示
◎
ト
ラ
イ
ア
ル

　
バ
イ
ク
の
実
演

◆
未
来
◎
ソ
ー
ラ
ー
カ

　
ー
・
エ
コ
ノ
カ
ー
の
展
示

天
道
商
人
壕
る

　
　
　
　
　
青
兎
工
市

　
大
橋
と
取
付
道
路
周
辺
を
歩

行
者
天
国
に
し
、
飲
食
業
に
と

ど
ま
ら
ず
、
一
般
素
人
衆
を
含

め
た
商
い
の
場
を
提
供
し
、
青

空
市
を
開
き
ま
す
。

■
募
集
　
P
T
A
や
町
内
会
な

　
ど
一
般
の
団
体
や
個
人
で
出

　
店
し
た
い
人
は
、
4
月
3
0
日

　
㈲
ま
で
に
建
設
課
監
理
係

　
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線

　
罰
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
懐
か
し
い
子
供
の
遊
び
を
計

　
画
し
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待

　
く
だ
さ
い
。
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∩
〆
軸
つ

市民の心強い味方が登場！ノ

最新鋭の救助工作車を導入
　　～十日町地域消防本部～

簸
、

2連覇を達成した佐藤選手の力走＼

地元勢大活躍〃佐藤成展選手が

　　　クラシカルで2連覇
～第11回全国ジュニアオリンピックスキー競技会～

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
は
三
月
二
十
五
日

㈱
、
県
内
で
初
め
て
最
新
型
の
設
備
を
備
え
た

救
助
工
作
車
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
工

作
車
は
、
導
入
後
十
二
年
が
た
ち
老
朽
化
し
た
た

め
、
四
、
五
三
二
万
円
を
か
け
て
更
新
し
た
も
の
。

　
性
能
は
、
車
体
重
量
を
八
ト
ン
級
に
し
て
ス
ピ

ー
ド
化
を
図
り
、
事
故
な
ど
に
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
、
二

〇
〇
ワ
ッ
ト
の
照
明
灯
二
灯
で
三
百
材
先
ま
で

照
ら
さ
れ
る
伸
縮
式
投
光
照
明
装
置
が
備
え
ら

れ
、
土
砂
崩
れ
や
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
に

役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
な
ど
で
自
動

車
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
速
や
か
に
救
助
で

き
る
油
圧
ス
プ
レ
ッ
タ
ー
が
備
え
て
あ
り
、
市

民
に
と
っ
て
心
強
い
味
方
が
登
場
し
ま
し
た
。

」し

　
第
十
一
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

キ
ー
競
技
会
兼
塊
第
三
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
が
、
三
月
二
十
四
日
㈹
・
二

十
五
日
㈱
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
開
催
さ
れ
る
の
は
昨
年
に
続
い

て
二
年
目
。
少
雪
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
ス

キ
ー
協
会
、
自
衛
隊
、
地
元
関
係
者
の
努
力
の

お
か
げ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の

開
会
式
で
は
庭
野
ひ
ろ
み
さ
ん
（
十
実
）
が
、

五
五
七
名
を
代
表
し
て
選
手
宣
誓
を
し
健
闘
を

誓
い
ま
し
た
。
大
会
で
は
地
元
勢
が
大
活
躍
。

佐
藤
成
展
選
手
（
十
高
）
が
、
ク
ラ
シ
カ
ル
で

二
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
ほ
か
、
十
六
選
手
が
入

賞
し
大
健
闘
し
ま
し
た
。

心強い味方、最新鋭の救助工作車

わ糞

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
一
一
・
▼

　
　
　
　
　
　
●

久保田成・子さん

　　（6年）

さ
い
の
神

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
毎
年
さ

い
の
神
を
や
り
ま
す
。
今
年
は
、
わ
ら

の
人
形
を
作
り
積
み
上
げ
た
わ
ら
の
上

に
立
て
ま
し
た
。
火
を
つ
け
る
と
勢
い

よ
く
燃
え
あ
が
り
ま
す
。
そ
し
て
ク
ラ

ス
の
ね
が
い
や
自
分
の
ね
が
い
を
い
っ

し
ょ
に
燃
や
し
、
そ
の
燃
え
て
い
る
中

に
す
る
め
を
焼
き
食
べ
ま
す
。
こ
れ
が

お
い
し
い
ん
で
す
。

　
そ
し
て
、
積
み
あ
げ
た
わ
ら
が
全
部

燃
え
る
と
み
ん
な
は
、
手
に
、
は
い
を

べ
っ
と
り
つ
け
て
み
ん
な
の
顔
に
つ
け

に
ま
わ
り
ま
す
。
つ
け
ら
れ
た
ら
つ
け

か
え
し
た
り
、
つ
け
ら
れ
ま
い
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
走
っ
て
逃
げ
た
り
し
ま
す
。

し
ま
い
に
は
み
ん
な
顔
が
ま
っ
黒
に
な

　　　　　　　綾　　　　　叢　　　墾
　繭飛

〔藤島慧警人’〕

り
ま
す
。
わ
た
し
は
、
こ
の
楽
し
い
さ

い
の
神
の
行
事
が
大
す
き
で
す
。

辮、磁

健康を祈願し、すみをぬり合った後の顔
橋本祐三子さん

　（6年）

い
も
ほ
り

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
春
、
学

校
園
に
い
も
を
植
え
て
、
秋
に
し
ゅ
う
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▲
記
者
会
見
を
す
る
枯
木

　
又
青
年
会
と
な
し
の
木

　
会
代
表

く
魚
沼
丘
陵
・
枯
木
又
の
春

レクリエーションとボランティアが大好きな会員

達との

を記念して
ごはカごきを発そテ

の
周
秋

都
流
春

木
本
枯

枯

夏

孫丁慧

　
枯
木
又
青
年
会
（
山
田
栄
会
長
）
と
　
な
し

の
き
会
（
藤
本
吉
則
代
表
）
が
共
同
で
、
本
格

交
流
二
十
周
年
を
記
念
し
て
枯
木
又
の
自
然
を

撮
っ
た
二
種
類
の
絵
は
が
き
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
枯
木
又
と
都
市
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
は
、

新
潟
子
供
会
が
最
初
に
訪
問
し
て
以
来
今
年
で

三
十
年
目
。
ま
た
、
新
潟
子
供
会
O
B
浦
和
市

に
住
む
藤
本
さ
ん
が
枯
木
又
青
年
会
と
協
力
し

て
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
を
建
て
、
本
格
交
流
を
始
め

て
二
十
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
絵
は
が
き
は
、

川
口
市
に
住
む
写
真
家
の
築
比
地
秀
夫
氏
が
、

六
年
間
に
わ
た
り
枯
木
又
の
春
と
秋
を
撮
影
し

た
千
コ
マ
の
中
か
ら
八
枚
を
選
ん
だ
も
の
で
す
。

四
枚
一
組
（
三
二
〇
円
）
で
ク
ロ
ス
ー
0
と
山
田

栄
（
盈
5
9
1
2
3
1
7
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

レクリエーションボランティアサークル

　「1まほえみ』（代表　根津明子）

か
く
し
ま
す
。
秋
の
し
ゅ
う
か
く
ま
で

に
は
、
毎
日
水
を
や
っ
た
り
、
草
取
り

を
す
る
の
で
、
と
て
も
大
変
で
す
。
で

も
大
き
な
葉
が
、
畑
い
ち
め
ん
広
が
る

と
、
と
っ
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

葉
っ
ぱ
の
か
げ
に
あ
る
く
き
を
ひ
っ
こ

ぬ
く
と
五
、
六
個
い
も
が
く
っ
つ
い
て

き
ま
す
。
と
く
に
去
年
は
、
顔
く
ら
い

の
大
き
さ
の
い
も
が
た
く
さ
ん
と
れ
ま

し
た
。

　
い
も
を
た
く
さ
ん
と
っ
た
後
に
は
、

ど
れ
が
一
番
長
い
か
、
ど
れ
が
一
番
重

い
か
と
い
う
、
い
も
た
い
け
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
長
い
い
も
で
は
、
五
十
セ
ン

チ
く
ら
い
、
重
い
い
も
で
は
、
一
キ
ロ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　「レクリエーション」という言葉は誰もが聞いたこと

があり、ゲームやダンスを思い浮かべる人がおおいので

はないでしょうか。難しい言葉で言うと、自由時間に行

われる自発的な活動で、喜びを伴い生活を豊かにする活

動ということになります。

　そのレクリエーションを通じてボランティア活動をし

ているのが「ほほえみ」です。会員は主婦やレクリエー

ション指導者の資格を持っている人たち12人。5年前に

小さな子どもたちの遊び場がないのを見て、幼児の遊び

の教室「なかよしランド」を始めたのが、サークルがで

きるきっかけでした。「なかよしランド」は今も週1回、

火曜日午前10時から11時に市民体育館で就園前の子ども

と親を対象に行い、多いときは70組のお母さんと子ども

たちが集まります。また、月1度、老人ホームでの健康

づくりレクリエーション、もう一つはレクリエーション

を通して障害者との心のふれあいも深める活動のほかに、

自分たちの勉強会や講習会参加も行っています。

　幼児からお年寄り、障害者を含めたみんなで「共に生

きる」ことをモットーに、レクリエーションボランティ

アを通して新しい出会い、人の笑顔を求めて、そしてほ

ほえみを絶やさないように楽しく活動しています。

たくさんとれたよ！大きいぞ

誰識命命命命命識｛｛識鵯●
篭このコーナーは、運動塾●㌃のち
1や文化、芸能などを楽繋お窃

選しんでいるサークル、　警●いは　と

1クラブなどを紹介する1駄勤
篭コーナーです・このコ塾　●　ついま
選一ナーで自分たちの頑塾●たもし
1張つている姿をアピー1薮唇
彊ルしてみませんか。　塾●　　ても
遷総務課文書広報係塾●　食ち
遷　　　　　　　塾●　・べろ
篭　（智57－3111内線214）憂●　　まん

論摩寧寧響寧響響轡叩鰯調●　しそ
「なかよしランド」で親子仲良く体を動かします

プ5とおガP詐お平成4年4月10日
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II唱1

　
　
　
（
㈱
越
後
魚
鍵
．
円
歳
）

若
井
干
寿
さ
ん

　目。勤務時間は不規則なのですが、小学生の

ころからの夢がかない、充実した毎日を送ってい　
　
の鉾
圏圏社微養講座でゴルフを始めました・まだど
　　リッフの握りしかできないのですが、早くク

リーンに出てボールをまっすぐに飛ばせたらいい

なあと思っています。スイミングスクールや英会

話スクールにも参加し、自分を磨きたいです。独

身のうちにいろいろなことに挑戦して30歳ころに

は結婚できたらいいなあと思っています。

團日町は・木々の緑が多く四季がはっき1して

　　いるのがいいと思います。人口のわりに市街

地で人々が気楽に集える施設が少ないので、イベ

ントホールや公園がほしいですね。市街地の道幅

が狭いので、バスが余裕をもって擦れ違えるよう

な広い道がほしいと思います。

繍難難灘

麟灘

宮
　
澤
知
　
明
さ
ん

　
　
　
（
㈱
村
鼻
雛
謝
．
3

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

園親の勧めもあって入社して4年冒・仕事は土

　　木工事現場の施工管理です。測璽関係の資格

を取得し、仕事に役立てたいと思っています。

圏味はカラオケとドライブです薄行し倉る

　　曲を通勤時に車の中で聴いて覚えるよフにし

ています。ただ今恋人募集中で、理想のタイプは

明るく、朗らかな人です。今年の夏にはいっしょ

にテニスやドライブができたら最高ですね。結婚

は26歳か27歳ころにできたらいいなあと思ってい

ます。

圃会の生活は自分の儲と合っていないと思い

　　ます。十日町は水、米、空気がおいしいので

好きです。若い人が選べる職種が製造業と建設業

など限られているので、若い人が少ないのではな

いかと思います。サービス業があれば、選べる職

場も増えて、若い人が定着するようになるのでは

ないでしょうか。

魑
窮
φ
岬
N

●酌

　
わ
た
し
が
生
ま
れ
た
雄
勝
町
は
、
南

三
陸
金
華
山
国
定
公
園
の
牡
鹿
半
島
の

付
け
根
、
石
巻
市
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。

リ
ア
ス
式
海
岸
が
数
多
く
の
屈
曲
を
描

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ず
り

き
、
太
平
洋
に
面
し
た
漁
業
と
硯
の
町

で
す
。
夏
は
比
較
的
涼
し
く
、
冬
も
冷

た
い
風
が
吹
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
雪

は
降
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
の
生
ま
れ
た

と
こ
ろ
は
、
す
ぐ
目
の
前
が
海
、
そ
し

て
後
ろ
は
山
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、

水
田
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
雄
勝
町
の
一
番
の
産
業
は
漁
業
で
す
。

海
の
幸
に
恵
ま
れ
、
今
も
雄
勝
町
に
帰

っ
た
と
き
は
新
鮮
な
ウ
ニ
や
魚
を
食
べ

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
も
う
一
つ
の
特

産
品
が
「
硯
」
で
す
。
雄
勝
硯
と
呼
ば

れ
、
そ
の
歴
史
は
た
い
へ
ん
古
い
も
の

だ
そ
う
で
す
。
全
国
の
生
産
量
の
九
割

の
硯
が
こ
こ
で
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
家
に
あ
る

硯
も
、
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
で
作
ら
れ

た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
は
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
雄

伊藤　　実さん
　　（中町・42歳）

　　　　　　　　ものう
　　　　　宮城県桃生郡

　　　　　　　　雄勝町

勝
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
東

京
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
妻
の
ふ
る

里
の
十
日
町
に
来
て
、
今
年
で
三
年
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
十
日
町
の
雪
の

こ
と
を
聞
か
れ
ま
す
が
、
小
雪
の
せ
い

か
皆
さ
ん
が
思
う
ほ
ど
気
に
な
り
ま
せ

ん
。
現
在
は
電
気
設
備
の
設
計
の
仕
事

を
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
お
付
き
合

い
を
し
て
い
ま
す
が
、
雄
勝
町
の
人
は

解
放
的
な
の
に
対
し
、
十
日
町
の
人
は

初
対
面
で
は
と
っ
つ
き
に
く
い
感
じ
が

し
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
親
し
く
な
る
と

本
当
に
仲
良
く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

盛篇画
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〈材料〉

芋がら…1009￥つきこん…1

袋、にんじん…小1本、ちく
わ…2本￥さつま揚・油揚…
各2枚￥こうなご20～309￥

しょうゆ・さとう…大さじ各

2～3、みりん…大さじ2、●

サラダ油…少々

野上キミさん
（暮邑1一●，糀）

　
シ
コ
シ
コ
し
た
歯
ざ
わ
り
の
芋
が
ら

と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
い
っ
ぱ
い
の
こ
う
な

ご
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
二
皿
く
ら
い
出
来
る

の
で
半
分
は
ご
は
ん
に
混
ぜ
て
五
目
ご

は
ん
に
い
か
が
で
す
か
。

〈
作
り
方
〉
①
芋
が
ら
は
、
お
湯
で
何

回
か
よ
く
洗
っ
て
二
弛
．
く
ら
い
に
切
り
、

ゆ
で
て
ア
ク
ぬ
き
を
し
、
ざ
る
に
上
げ

て
お
く
。

②
つ
き
こ
ん
は
ゆ
で
て
ア
ク
ぬ
き
す
る
。

③
に
ん
じ
ん
は
、
い
ち
ょ
う
切
り
、
ち

く
わ
は
半
月
切
り
。

④
油
ぬ
き
し
た
さ
つ
ま
揚
と
油
揚
は
半

分
に
切
っ
て
短
冊
切
り
す
る
。

⑤
こ
う
な
ご
は
、
油
で
軽
く
い
た
め
る
。

⑥
油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
、
こ
う

な
ご
を
除
い
た
材
料
を
入
れ
て
い
た
め
、

し
ょ
う
ゆ
・
砂
糖
を
加
え
て
煮
汁
が
な

く
な
る
ま
で
煮
る
。
み
り
ん
を
入
れ
て

味
を
と
と
の
え
て
火
を
止
め
、
こ
う
な

ご
を
最
後
に
混
ぜ
る
。

※
材
料
は
短
冊
に
そ
ろ
え
て
も
よ
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

8

　ぼくね￥パズルが得意だよ。買ってもらった「くまのブーさ

ん」もう覚えちゃった。こんど見に来てね。一緒にやろうよ。

大きくなったら．大好きなユンボの運転手になりたいな。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

所
⑳

育保
　
爆

　
　
《
鱗

西
難
、
欝

　
　
　
謹
糟

グ

　
ち
ょ
っ
と
ス
マ
ー
ト
だ
け
ど
￥
大
き

く
な
っ
た
わ
た
し
な
の
。
み
ん
な
で
手

を
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
を
描
い
た
の
よ
。

　
　
　
　
　
、
導
v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
琢

灘

，蕃轡

・勢

済

・
¢
　
㎏

F
懲
簿

盤
’

　一年間にたくさん絵を描いた思

い出の作品集の表紙だよ。もう一

年生の顔に見えるでしよう。

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

関
ロ
七
重
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

福
納
卓
哉
く
ん　　　馨

雛礁

0
、
0
0
0
0
0
G
G
O
3
0
0
0
G
G
G
O
G
Q

丸
山
卜

　
十
三
の
年
に
学
校
が
終
わ
っ
て
、
初

め
て
仕
事
に
出
た
ん
は
漉
野
へ
蚕
飼
い

の
手
伝
い
だ
っ
た
ん
そ
の
。
大
湯
の
方

へ
も
一
夏
だ
け
蚕
飼
い
に
行
っ
て
み
た

て
。
汽
車
や
バ
ス
の
無
い
時
代
で
、
ワ

ラ
ッ
ジ
ば
き
で
広
大
寺
の
明
け
六
つ
の

鐘
の
音
で
家
を
発
ち
、
二
子
を
越
え
て

大
湯
に
着
い
た
の
は
夕
方
暗
く
な
る
こ

ろ
だ
っ
た
て
の
。

　
機
織
り
を
習
い
に
小
千
谷
に
も
行
き

ま
し
た
て
の
。
見
習
い
は
雑
巾
か
け
や

糸
繰
り
か
ら
始
め
、
糸
扱
い
が
上
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ
ま

な
っ
た
て
や
ん
で
、
午
の
日
か
ら
機
織

り
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
う
れ
し
く
て

今
で
も
覚
え
て
い
る
て
の
。
そ
れ
以
来
、

秋
仕
事
が
終
る
と
春
ま
で
手
機
織
り
を

メ
さ
ん

（
為
永
・
8
6
歳
）

鋪

し
て
、
嫁
に
来
て
か
ら
も
ず
う
っ
と
続
け

た
ん
そ
の
。
百
姓
仕
事
も
、
ま
だ
機
械
類

　
　
　
　
　
　
あ
ぜ

の
無
い
時
代
で
畔
け
ず
り
や
田
こ
ぎ
り

な
ど
な
ん
で
も
さ
せ
ら
れ
た
て
の
。

　
子
ど
も
は
大
勢
い
た
ど
も
、
家
に
子

ど
も
だ
け
残
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ヤ
つ
り

い
ん
で
、
お
ぶ
っ
た
り
行
李
に
入
れ
て

畔
に
置
い
た
り
、
歩
か
れ
る
子
は
田
ん

ぼ
の
周
り
で
遊
ば
せ
な
が
ら
毎
日
田
仕

事
を
し
て
い
た
ん
そ
の
。
寝
る
暇
が
な

い
ほ
ど
働
い
て
苦
労
し
た
ど
も
、
体
が

丈
夫
だ
っ
た
お
陰
で
六
人
の
子
ど
も
を

育
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
て
の
。

　
今
は
、
八
十
二
の
年
か
ら
訪
問
着
な

ど
、
絞
り
の
縫
い
し
め
を
近
所
の
お
ば

あ
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
始
め
、

楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
ら
ん
だ
て
。

　
高
級
な
反
物
の
模
様
を
き
れ
い
に
縫

い
上
げ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
楽
し

い
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
る
て
の
。
体

が
悪
く
な
け
れ
ば
、
楽
し
み
な
が
ら
で

き
る
仕
事
を
持
つ
こ
と
は
大
事
だ
て
。

　
今
月
は
、
八
十
八
の
祝
い
を
し
て
く

れ
る
そ
う
で
遠
く
の
子
ど
も
た
ち
も
み

ん
な
集
ま
る
ん
で
、
楽
し
み
に
し
て
い

ら
ん
だ
て
の
。

平成4年4月10日77とお∬辞お
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あなたがづくる
“楽しい学びかの公民館

翻圏圏成人講座圏圏騨
●充実した人生のために

あなたの“新しい生き方”

　　　を見つけませんか

開講式

〉4月21日（火）午後1時30分～焼

き物（昼）　〉同午後7時～英会

話（夜）・焼き物（夜）・男の料理

〉4月22日㈱午後1時30分～英

会話II（昼）　レ同午後3時30分

～英会話1（昼）　〉同午後7時

～絵画・くらしの健康・妻有の

近代史

〉4月23日㈲　午後1時30分

～十日町再発見

期問　4月～12月（英会話昼コ

　　ースは前期7月まで）

経費　入講料1，000円　連絡用

　　はがき8枚（英会話昼コ

　　ースは3枚用意）

講座名 講　　座　　内　　容 時　閥

焼　　き　物
（昼コース）

初心者向けの入門教室です。手びねりのひもづく
りから学習いたします。

毎週（幻

午後1：30～3二30

英　会　話
（夜コース）

簡単なあいさつはもちろん、海外小旅行でも困ら
ない程度の英会話入門教室です。 毎週（幻

午後7：00～9二〇〇焼　　き　物
（夜コース）

手づくり作品を楽しみ、暮らしを豊かに。炎の芸
術をあなたも試してみませんか。

男の料理
これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」「居
厨人」にもなりましょう。

第2・4㈹
午後7二〇〇～9二〇〇

絵　　　　画
絵筆を持ったことのない人の絵画入門教室です。
スケッチにも出かけます。

毎週㈱
午後7：00～9：00

くらしの健康
これだけは知っておきたい。病気の知識や予防法
を学ぶ。適切なアドバイスもします。

第1・3、㈱
一午後7：00～9二〇〇

英会話II
（昼コース）

平成3年度に1を終了した人を対象に、レベルア
ップした内容で英会話を学びます。

毎週㈱
午後1：30～3二〇〇

英会話　1
（昼コース）

初心者を対象に、あいさつはもちろん、海外小旅
行でのさまざまな場面での英会話を学びます。

毎週㈱
午後3二30～5：00

妻有の近代史
一明治・大正の先覚者たち一と題して、人物史を
中心に妻有の近代史をふりかえります。

第2・4㈱
午後7：00～9二〇〇

十日町再発見
自然に親しみ、「見る」「食べる」「調べる」などバ

ラエティーに富んだ内容で学習します。

第2・4（木）

　午後1二30～

翻閣閣高齢者学級騒萎萎

講座名 講座　内　容 時　闘

コ
ー
ス
学
習

手　　　芸
暮らしに役立つ手作り作
品を楽しみます。

第1・3（幻
午後1二30～

詩　　吟
吟詠の基礎を学び、詩の
心を理解します。

第2・4働
午後1：30～

写　　真
撮影の基礎を学び、自然
を表現します。

第1・3（幻
午後1二30～

工　　　芸
紙粘土で人形、花の製作
をします。

第2・4（幻
午前9二30～

グ
ル
ー
プ
学
習

俳　　　句
俳句を通して自然の心を
表現します。

第2・4（幻
午後1二30～

習　　字 習字の基礎を学びます。
第2・4（幻
午前9二30～

いけ花
基礎を学び、心の豊かさ
を身につけます。

第1・3働
午後1：30～

全体学習
映画、講義、見学、話し
合いをします。

第1・3（幻
午前9二30～

開級式　4月14日（火》午前9：30～11二30…映画、学習計画、

　　役員選出
期　間　平成4年4月～平成5年3月
経　費　年間1，000円（入講料、自治会費）、，そのほかには

　　がき11枚
対象者　60歳以上の人

みれあい青年学級生募集
　郡市内に住んでいる心身にハンディを持つ青年を対象

に、そばづくりやレクリエーシ当ンなど楽しい内容で学

習します。高校生はじめ一般のボランティアも同時に募

ります。

■と　き　4月19日（日）午後1時30分～来年3月まで月1

　回、主に日曜日の昼間に行います。

■ところ　十日町市公民館（学校町1）

■経　費　入講料　年額1，000円（連絡用切手代）

■申し込み・問い合わせ　十日町市公民館へ。

なかよしランド会員募集
　レクリエーションボランティアサークル「ほほえみ」

では、幼児とその親を対象に遊びを通して親子の体力作

り、仲間作り、感性・社会性を養う「なかよしランド」

の会員を募集しています。

■と　き

■ところ

■会費

■対象

4月14日（幻から毎週火曜日の午前10時～11時

市民体育館（学校町1）

100円（1人1カ月）、おやつ、材料費として。

0歳～就園前の乳幼児と親（当日会場に来て

　ください）

■問い合わせ　十日町市公民館へ。

ブ8
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鞠

定
面
積
以
上
の
取
引
は
届
け
出
が
必
要

《
国
土
利
用
計
画
法
の
ね
ら
い
》

　
最
近
の
土
地
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
の
暴

騰
で
、
国
土
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
る

と
い
っ
た
事
態
は
起
こ
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
の
た
め
に

制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
は

土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を

抑
制
し
、
乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設

け
て
い
ま
す
。
次
の
一
定
面
積
以
上
の

土
地
の
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

右記以外 都市計画区域 監視区域 区
分

を水下吉
除沢条田
く地地地
）区区区
　（　監
　枳、

　区
　域

六川中十
箇治条日
地地地町
区区区地
一　　　区
庚
を
除
く
）

大大丁大庚
字字・字＿
馬新庚伊塩
場宮・達之
己甲辛甲又
　　　●　　　）●　　　　　　●

壬乙　　乙

　　　●●　　　丙
癸　　　・

地
区
名

10，000㎡以上 5，000m・以上 2，000㎡以上 面
積

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
と
も
、

合
計
す
る
と
一
定
面
積
以
上
に
な
る
と

一
団
の
土
地
に
つ
い
て
も
、
届
け
出
は

必
要
で
す
。

　
《
届
け
出
か
ら
契
約
ま
で
》

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
取

引
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

売
主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予
定
価
格

や
利
用
目
的
を
記
入
し
た
知
事
あ
て
の

届
出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま

で
に
市
役
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価

格
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
し
、
不

適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
取
引
の
中
止

ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
届
出

日
か
ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い

旨
文
書
で
通
知
し
ま
す
。
ご
の
通
知
を

受
け
取
れ
ば
契
約
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

《
届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
引
》

　
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
取

引
は
、
次
の
要
件
の
も
の
で
す
。

　
売
買
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、
営
業
譲

渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
、
交
換
、

予
約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡
、
地

上
権
・
賃
借
権
の
設
定
、
譲
渡
　
　
μ

鞠
平
成
4
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

　
三
月
二
十
七
日
に
国
土
庁
か
ら
平
成

四
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域
内
の

各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て

い
る
土
地
（
こ
れ
を
標
準
地
と
い
い
ま

す
）
を
選
ん
で
そ
の
適
正
な
土
地
価
格

を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の
目

安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ま
た

地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定
士
が

鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
、
国
、
地
方

公
共
団
体
等
が
公
共
用
地
等
を
買
う
場

合
の
基
準
と
さ
れ
る
ほ
か
、
都
道
府
県

知
事
が
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
い
て

土
地
売
買
等
の
届
け
出
が
あ
っ
た
土
地

の
取
引
価
格
の
審
査
を
す
る
と
き
の
基

準
と
も
さ
れ
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

《
地
価
公
示
価
格
を
参
考
に
》

　
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か

ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状
況
な

ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と
比
較
す

れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
が

わ
か
り
ま
す
。
（
地
価
公
示
価
格
は
一
月

一
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ
の
後

の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
）
土
地
売
買
の
時
に
は
、
ま
ず
、

地
価
公
示
価
格
を
調
べ
売
買
の
目
安
と

し
て
く
だ
さ
い
。

地価公示標準地

字住字
西吉西
三町浦
ノー寅
町三甲 所

寅五七
甲　　三
二 在

五
ー
甲

一
九三六 価

三六六 格
、　　　　　　、　　　　　　、

円

〇三五 ／

○○○ m2

○○○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
地
価
公
示
の
関
係
書
面
は
、
市
町
村

《
市
役
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
》
　
　
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
場
に
そ
の
都
道
府
県
内
の
も
の
が
全

　
標
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が
接
す
る
　
　
部
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
て
、
誰
で
も
簡
単

道
路
の
種
類
、
幅
員
、
標
準
地
の
周
辺
　
　
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

の
土
地
利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し

o
市
内
の
地
価
公
示
価
格
（
平
成
4
年
1
月
1
日
）
　
　
．
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
開
発
室
用
地
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
（
費
内
線
鵬
）

卜
◆
、
亀
｝
．
▲
▼
皇
一
．
◆
．
畠
葛
一
．
◆
．
ゑ
管
．
◆
．
－
…
，
．
◆
三
冒
、
◆
‘
…
．
▲
▼
一
呂
一
冒
．
◆
・
一
呂
曽
．
◆
・
品
豊
7
◆
・
邑
署
．
◆
‘
3
一
響
．
◆
・
一
箪
冒
．
◆
‘
一
壱
．
◆
‘
…
マ
◆
三
昌
智
・
◆
・
轟
一
＝
・
◆
‘
…
7
◆
・
三
一
7
◆
8
一
。
冨
？
◆
‘
二
雪
・
◆
。
二
一
冒
・

ψ◆融◆ψ◆融◆“ひ轡◆伺帥ゆ咽卜姻卜個卜姻騨◎贈◆鞭◎ψ◆融rひ個”◎“ひゆ◆蝿障ψ◆

鞍
転
入
者
の
つ
ど
い

　成
　
　
市
外
か
ら
十
日
町
市
に
転
入
さ

平
れ
た
人
を
対
象
に
・
転
入
者
の
つ

ど
い
を
開
き
ま
す
。

．
と
　
き
　
4
月
鎗
日
㈱
午
後
5
時
30

　
分
～
7
時
3
0
分

ロ
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
m
（
本
町
6
－
1
）

ロ
対
象
者
　
十
日
町
市
内
に
勤
務
に
な

　
っ
た
人
と
、
引
率
を
し
て
く
れ
る
人

燗
会
　
費
　
2
、
5
0
0
円

口
申
し
込
み
　
4
月
1
5
日
㈱
ま
で
に
、

　
商
工
観
光
課
内
「
転
入
者
の
つ
ど
い
」

　
事
務
局
（
〒
螂
十
日
町
市
千
歳
町
3

　
－
3
盈
内
線
朧
）
へ
。

回
春
の
山
菜
ま
つ
り

”第
若
葉
の
季
節
、
新
緑
の
山
々
に

　
　
囲
ま
れ
て
山
菜
を
思
い
切
り
味
わ

っ
て
く
だ
さ
い
。

口
と
　
き
　
5
月
9
日
㈹
正
午
～
午
後

　
2
時
3
0
分

ロ
と
こ
ろ
　
塩
之
又
森
林
公
園

ロ
会
費
4
、
0
0
0
円

闘
申
し
込
み
　
5
月
1
日
総
ま
で
に
会

　
費
を
添
え
て
、
観
光
協
会
（
盈
駆
1

　
3
3
4
5
）
、
塩
之
又
森
林
公
園
管
理

　
組
合
（
林
福
市
溜
駝
ー
2
2
2
0
）
、

　
農
林
課
林
政
農
災
係
（
盈
内
線
猫
）

　
へ
。

のの

監
き
も
の
で
歩
こ
う

も　
　
　
き
も
の
ま
つ
り
に
、
十
日
町
の

き　
　
き
も
の
を
着
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

ロ
と
　
き
　
5
月
翅
日
㈲
午
前
8
時
3
0

分
～
受
付

層
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
憩
（
本
町
6
－
1
）

■
参
加
費
　
3
、
0
0
0
円

■
用
意
す
る
も
の
　
白
足
袋
・
肌
嬬
絆

　
（
長
儒
枠
）
・
裾
よ
け

雪
申
し
込
み
　
5
月
6
日
㈱
ま
で
に
、

希
望
す
る
き
も
の
の
種
類
・
住
所
・

　
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し

　
て
、
十
肩
町
市
観
光
協
会
（
市
役
所

　
内
〒
螂
十
日
町
市
千
歳
町
3
！
3
錘

　
駆
i
3
3
4
悉
）
へ
。

伺』1ト紳◆遍1陣轍◆“窃1岡騨φψ◆梱師◆『ll博瀞◆梱囲Nト11睡“llレ《帥◆壷II陣遍ll障II陣由1呼剥Mhll静

ゆ
◆
毒
◆
≒
◎
昌
マ
◆
毒
◆
寺
◆
寺
◆
寺
◆
寺
◆
寺
◆
寺
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
琴
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『
一
日
人
間
ド
ツ
ク
』
で
健
康
チ
ェ
ツ
ク

ー
国
保
加
入
の
4
0
歳
～
6
9
歳
ま
で
の
人
ー

　
国
民
健
康
保
険
で
は
コ
日
人
間
ド

ッ
ク
」
受
診
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
費
用
の
5
割
を
助
成
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者
　
①
国
保
加
入
の
4
0
歳
～
6
9

　
歳
（
大
正
n
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

　
2
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
）
②
国

　
民
健
康
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人

闇
受
診
場
所
と
費
用

▼
新
潟
県
健
康
管
理
協
会
（
新
潟
市
）

　
一
人
：
i
5
、
．
4
5
0
円
（
婦
人
科

　
検
診
者
は
1
6
、
4
8
0
円
）
マ
イ

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▼
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
十
日

町
病
院
前
）

　
一
人
…
1
6
、
5
0
0
円

■
検
診
期
日

▼
新
潟
県
健
康
管
理
協
会
…
…
7
月
上

旬
こ
ろ

▼
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
…
…
5

月
の
連
休
明
け
以
降

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
4
月
1
5

　
日
㈱
ま
で
に
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

し
、
保
健
衛
生
課
国
保
係
（
智
内
線

蜘
・
m
）
へ
。

『
就
学
援
助
制
度
』

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
小
・
中
学
校
へ
通
学
す
る
の
が
困
難

な
児
童
・
生
徒
（
生
活
保
護
世
帯
・
保

護
世
帯
に
準
ず
る
世
帯
の
児
童
・
生
徒
）

に
対
し
て
就
学
援
助
費
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　
援
助
を
希
望
す
る
保
護
者
の
方
は
、

学
校
・
地
区
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は

教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

学用品・通学用品費・校外活動費

1　年11，160円

2～6年13，130円

1　年21，360円

2・3年23，330円

小学校

中学校

．年　　　　18，000円

．年　　　　20，700円
匙費（スキー用具）

・4年　　22，500円
．年　　　　32，900円
（宿泊を伴う修学旅行）

巨6年　　　実費
1年　　　　　実費

学年　　　　交通費

、学校病による医療
支給します。

品
校
校
用
校
校
費
校
校
参
校
給
実

学
小
中
実
小
中
旅
小
中
訓
中
他
費

新
　
　
　
体
　
　
　
修
　
　
　
夏
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
費
象
費
を

費
1
1
具
1
1
　
5
3
加
対
食
費

用
学
学
技
学
学
行
学
学
練
学
　
の

入
　
　
　
育
　
　
　
学
　
　
　
季
　
　
の

■問い合わせ

教育委員会学校教育課（智内線324）

対　象 練習日

柔　道
小学生～一般

（男女問わず）

月・水・金の

午後7時～

空　手
幼児～一般

（男女問わず）

月・水・木・金

の午後7時～
（※織魏は）

相　撲
小学生～一般

（男子のみ）

水・金・日曜日

〔欝羅二〕

剣　道
小学2年～一般

（塁轍熱）

月・金の

午後7時～

会　場

受　付

武道館の各道場で行っています。

希望者は練習日においでください。

ご
協
力
く
だ
さ
い

『
緑
の
羽
根
』

　
4
月
は
「
緑
の
羽
根
」
募
金
の
月
で

す
。
十
日
町
中
学
校
、
南
中
学
校
の
生

徒
や
、
緑
の
少
年
団
（
野
中
小
学
校
）

に
よ
る
募
金
活
動
の
ほ
か
、
嘱
託
員
さ

ん
を
通
じ
て
各
家
庭
に
お
願
い
す
る
家

庭
募
金
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
募
金
は
、
「
う
る
お
い
の
あ
る
緑

社会福祉施設緑化
　32カ所（545本）1．5％

　　公園公共施設緑化
＼35カ所（1，164本）4．4％

鷲撒＼
義　　　　　県・地方植樹祭等　　　　　　7カ所1，7％

緑の少年団育成
　　　　36団体
　　　　5．5％

　　　　緑化推進
　　　　　事務黄等

　　　　　5．3％

で
　　及啓蒙
　　　宣伝等
　　　3．9％

日
　
　
　
・

放
　
齪

開
。
㈲
㈱

料
す
日
日

無
で
2
0
2
2

設
㈱
朔
朔

施
日
育
2
3
付
日

体
　
　
選

の
　
受
抽

　
　
　
■
　
　
■

月4

　　　　　　　　　　　学校林造成7
　　　　　　　　　　　保育14校
　　　　　　　　　　　（21．09ha）

　　　　　　　　　　　校庭緑化
　　　　　　　　　　　　256校
　　　　　　　　　　　（2，068本）

　　緑と水の森林基金拠金8・0％

　　　　　33．4％

　　　　　　　　　．製購縫
　　　　　　　　　　襲蒙釜難欝．

一習会轡鰻鞭

ll・霧霧／奉轡

　
　
　
　
　
　
　
　
募
金

の
環
境
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、

学
校
・
社
会
福
祉
施
設
や
、
公
園
な
ど

の
緑
化
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
市
内
で
ー
、
4
5
2
、
8
9
9

円
、
県
内
で
8
9
、
7
2
8
、
8
2
3
円

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
林
政
農
災
係

（
智
内
線
謝
・
錨
）
へ
。

一育児相談事業一
　育児情報の多い中、子育てで

悩んでいませんか。西保育所で

は、月～金曜日の午後1時から

5時まで子育て相談を行ってい

ます。電話でも、おいでになっ

ても結構ですので、お気軽に相

談ください。

巳問い合わせ　西保育所（奮57

－3636）へ。

　　　　　　　　＄　　　　　　　　　　　　　　＄〈
1
0
位
以
内
入
賞
者
〉
（
敬
称
略
）

囹
ク
ラ
シ
カ
ル

▼
中
学
女
子
（
5
キ
。
）

　
6
位
　
柳
　
真
理
子
（
吉
　
田
）

▼
高
校
男
子
（
1
0
キ
。
）

　
1
位
　
佐
藤
成
展
（
十
日
町
）

　
4
位
関
武
宏
（
十
日
町
実
）

　
5
位
小
林
裕
史
（
十
日
町
実
）

　
6
位
　
小
海
恒
久
（
十
日
町
実
）

▼
高
校
女
子
（
5
キ
。
）

　
3
位
　
庭
野
ひ
ろ
み
（
十
日
町
実
）

　
6
位
　
斎
木
ま
ゆ
み
（
十
日
町
）

囹
フ
リ
ー

▼
中
学
女
子
（
5
キ
。
）

2
位
　
佐
藤
め
ぐ
み

6
位
柳
　
寿
子

8
位
　
斎
木
さ
ち
よ

9
位
宮
沢
伸
江

10

位
　
柳
　
真
理
子

▼
高
校
男
子
（
1
0
キ
。
）

8
位
　
小
海
恒
久

9
位
　
佐
藤
成
展

▼
高
校
女
子
（
5
キ
。
）

3
位
　
板
場
真
紀

6
位
　
庭
野
ひ
ろ
み

（
吉

（
吉

（
吉

（
水

（
吉

田沢田田田
）　 ）　 ）　 ）　）

（
十
日
町
実
）

（
十
日
町
）

（
十
日
町
）

（
十
日
町
実
）

20
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三
好
園
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
三
好
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
4
月
か
ら
内
容
も
新
た
に
家
族

介
護
者
教
室
と
一
般
公
開
講
座
を
開
き

ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
家
族
介
護
者
教
室
〉

▼
4
月
1
8
日
d
b
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　
「
老
人
の
か
ら
だ
の
特
性
」
薬
と
の

　
か
か
わ
り

▼
5
月
1
6
日
ω
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　
「
応
急
処
置
の
実
際
」

▼
7
月
1
8
日
㈹
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　
「
排
泄
介
護
の
実
際
と
床
ず
れ
予
防
」

▼
9
月
1
9
日
d
b
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　
「
痴
呆
性
老
人
と
の
上
手
な
お
付
き

合
い
」

▼
1
1
月
21
日
d
ゆ
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

　
「
老
人
食
の
実
際
」

▼
3
月
6
日
d
D
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　
「
老
人
介
護
の
工
夫
」

〈
一
般
公
開
講
座
V

▼
6
月
2
0
日
㈲
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　
「
老
人
介
護
に
必
要
な
基
礎
知
識
」

▼
8
月
2
9
日
㈹
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　
「
痴
呆
性
老
人
と
の
上
手
な
お
付
き

　
合
い
」

▼
1
0
月
1
7
日
ω
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
上
手
な
利
用
」

▼
1
2
月
1
9
日
ω
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

　
「
老
人
に
と
っ
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
シ
ョ
ン
」

■
問
い
合
わ
せ
　
三
好
園
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
（
智
5
6
－
2
1
0
6
）
へ
。

圖
婦
人
電
気
教
室

■
受
講
期
閂
　
5
月
～
1
1
月
（
毎
月
1

　
回
第
3
水
曜
日
の
午
前
中
で
6
回
コ

　
ー
ス
、
8
月
は
休
み
ま
す
）

■
開
講
日
　
5
月
2
0
日
㈱
午
前
9
時
，

30

分
か
ら

■
受
講
料
1
、
0
0
0
円

■
講
座
内
容
　
電
気
の
基
礎
知
識
、
料

理
実
習
、
施
設
見
学
、
修
理
実
習
等

■
定
　
　
員
　
2
5
名

■
問
い
合
わ
せ
　
東
北
電
力
十
日
町
営

業
所
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
（
智
52

1
3
1
0
7
内
線
識
）
へ
。

『
え
邸
ろ
ん
』

ク
ツ
キ
ン
グ
教
室

■
受
講
期
間
　
6
月
～
7
月
ま
で
3
回

　
コ
ー
ス
。
午
後
6
時
～
8
時

■
受
講
料
1
、
0
0
0
円

■
会
　
　
場
　
東
北
電
力
十
日
町
営
業

所
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
（
え
ぷ
ろ
ん
）

■
講
座
内
容
　
2
0
0
ボ
ル
ト
機
器
を

使
っ
た
料
理
実
習

■
定
　
　
員
　
2
0
名

■
問
い
合
わ
せ
　
東
北
電
力
十
日
町
営

業
所
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
へ
。

身
障
者
研
修
旅
行

　
青
年
会
議
所
・
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
第
2
3
回
重
度
（
1
・
2
級
）
身
体

障
害
者
研
修
旅
行
を
行
い
ま
す
。
今
回

は
「
マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
」
で
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
魚
た
ち
と
一
緒
に
春
の
一

日
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
そ
う
と
計
画
し
ま

し
た
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
5
月
31
日
㈲

■
と
こ
ろ
　
新
潟
市
水
族
館
「
マ
リ
ン

　
ピ
ア
日
本
海
」

■
申
し
込
み
　
4
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
社

　
会
福
祉
事
務
所
援
護
係
（
盈
内
線
溜
）

　
へ
Q

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〉

　
こ
の
研
修
旅
行
を
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
働
青
年
会
議
所
（
鱈

57

1
5
1
1
1
商
工
会
議
所
内
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

酒
害
の
懇
談
会

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
方
、
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
の
方
の
会
で
す
。

■
と
　
き
　
4
月
2
4
日
働
午
後
－
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7

　
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
齪
）
へ
予
約

　
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
4
月
2
8
日
㈹
午
後
－
時
3
0

分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

交逓安全キャンベーン

■新入学（園）児童を交通事故から守り

　ましょう

　子どもの交通事故
が多発する時期です　鯵儒藤『慈　話

腐腰謡購糎．麹，
を身につけましょう。　／

3月中の交通事故発生状況　（）は累計

市　町　載 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成4年 7（20） 9（22） 0（0）

平成3年 9（28） 10（30） 0（0）

川西町
津南町
中里村

平成4年 7（20） 9（25） 0（0）

平成3年 8（19） 9（25） 0（0）

計
平成4年 14（40） 18（47） 0（0）

平成3年 17（47） 19（55） 0（0）

　　　　　　　交差点の衝突事故で
　　ヨ
罐　　　　　　　巻き添えに
　　　　　　3月16日（月）午後7時15分ごろ、

　　　　　西本町2地内の市道の交差点で、

直進中の19歳の男性が運転する乗用車と脇道

から交差点に進入してきた44歳の男性が運転

する乗用車が衝突し、その反動で1台の車が

歩道に乗り上げ、歩道にいた49歳の男性に衝

突して2人が負傷をしました。

とおかまちの自然
　　　　　　（理科センター）

　　オオイワカガミ　⑪

　里に近い山地の明るい林の下によく見

られる高さ10～25c組のイワウメ科の常緑

の多年草です。茎は地面に接して横には

い、枝分かれしています。葉はフキの葉

を小さくしたような感じで硬く、ふちに

鋭いぎざぎざがあります。

　母種であるイワカガミは葉の表面に著

しい光沢があることから鏡に例えて呼ん
　　　　　オオイワカガミ　イワカガミ
だものですも大岩鏡は岩鏡に似て、葉が

大きいことから名付けられました。

　春、花茎の先に数個から数十個の筒状

の花を付けます。
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目
ー

隙
瞭

　
大
井
田
氏
の
一
族
で
、
福
井
の
松

平
秀
康
に
仕
え
た
家
が
あ
り
ま
す
。

初
代
の
監
物
は
、
越
後
に
い
た
と
き

は
上
杉
景
勝
の
家
臣
で
、
天
正
十
一

年
（
一
五
八
三
）
信
濃
に
領
地
を
与

え
ら
れ
て
い
る
の
が
唯
一
の
資
料
で
、

な
ぜ
松
平
家
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
、
良
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
佐
渡
は
戦
国
時
代
の

終
わ
り
ま
で
強
力
な
大
名
が
現
れ
ず
、

小
さ
な
土
豪
が
島
内
各
地
に
割
拠
し

て
い
る
状
態
で
し
た
。

　
秀
吉
か
ら
佐
渡
の
支
配
を
認
め
ら

れ
た
景
勝
は
、
天
正
十
七
年
に
佐
渡

に
出
兵
し
、
一
国
を
直
轄
地
と
し
て

支
配
し
ま
し
た
。
佐
渡
の
支
配
は
、
、

腹
心
の
直
江
兼
継
に
委
ね
ら
れ
、
兼

継
の
指
揮
下
に
あ
る
河
村
彦
左
衛
門

が
「
総
代
官
」
的
な
立
場
で
統
轄
し
、

何
人
か
の
代
官
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
代
官
の
中
に
大
井
田
氏
の
名

が
見
え
ま
す
。

　
こ
の
大
井
田
氏
に
つ
い
て
、
江
戸

時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
佐
渡
志
』

に
は
、
新
穂
に
大
井
田
監
物
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
監
物
は
房
仲
と
い
い
、

騨
獣
勲
購
麟
融
騰

騒
難
難

新
九
郎
・
勘
ケ
由
・
道
慶
と
も
称
し
、

秀
康
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
、
越
前
大

井
田
家
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。

　
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原

の
戦
い
後
、
佐
渡
は
徳
川
家
康
の
領

地
に
な
り
ま
す
が
、
河
村
な
ど
代
官

の
一
部
は
家
康
の
家
臣
と
な
り
、
代

官
と
し
て
佐
渡
の
支
配
に
あ
た
っ
た

者
も
い
ま
す
。

　
秀
康
は
家
康
の
次
男
で
す
か
ら
、

こ
の
こ
と
が
機
縁
と
な
っ
て
召
し
抱

え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
景
勝
の
会
津
移
封
と
関
ヶ
原
の
戦

い
は
、
妻
有
出
身
の
武
士
に
と
っ
て

も
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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大井田家の旗と陣幕

難
看
購
磐
蜀
し
入
賞

雛

　
山
田
さ
ん
は
、
市
が
募
集
し
た
「
明

日
の
十
日
町
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
提
言
に
応
募
し
、

看
護
婦
と
し
て
の
体
験
と
自
ら
も
家

族
の
介
護
経
験
を
通
し
て
得
た
思
い

を
書
き
綴
り
、
高
い
評
価
で
入
賞
し

ま
し
た
。

　
「
弱
い
立
場
の
人
を
見
て
い
る
と

何
と
か
し
て
や
り
た
く
な
る
ん
で
す

よ
」
と
話
す
山
田
さ
ん
は
、
二
十
数

年
に
わ
た
り
中
条
病
院
に
勤
務
し
て

い
る
ベ
テ
ラ
ン
看
護
婦
さ
ん
。
ね
た

き
り
や
痴
呆
の
お
年
寄
り
を
抱
え
る

家
族
の
苦
し
み
と
病
院
経
営
の
苦
し

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
の
問
題

を
行
政
に
考
え
て
も
ら
、
い
た
い
と
投

げ
か
け
た
も
の
で
す
。

　
健
康
に
関
す
る
積
極
的
な
P
R
・

予
防
・
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
整
っ

　
・
ん

．
．
，
．
さ
）

　
　
　
歳

　
岬
子
4
8

桂
陰

鎌
田
師

　
　
　
個

　
　
山

　
　
　
　
　
鰹

　
難
難

　
難
灘

　
難
羅

　
嚢
　
灘
鎮
嚢
、

．
灘

獲

た
施
設
整
備
、
介
護
援
助
金
の
支
給
、

学
校
で
の
福
祉
教
育
の
推
進
な
ど
が
、

経
験
を
通
し
て
き
め
細
か
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
が
施
設
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
経
営
に

も
響
き
、
行
政
の
ト
ッ
プ
か
ら
も
現

実
を
見
て
も
ら
い
福
祉
行
政
に
力
を

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
訴
え
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
人
と
密
着
し
て
付
き
合
い
、

親
身
な
お
世
話
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
る
山
田
さ
ん
は
、
看
護
婦
の
仕
事

が
生
き
が
い
と
言
い
ま
す
。
「
今
後
ね

た
き
り
を
持
つ
家
族
は
、
身
内
に
頼

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
助

け
て
や
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
な
ん

で
す
よ
」
と
話
す
姿
は
、
福
祉
・
医

療
へ
の
情
熱
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
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今
月
の
表
紙

　
　
　
　
四
月
六
日
㈲
、
市
内
の
小
学

、
鑛
．
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鱗
、
．
舞
今
年
の
新
一
年
生
は
五
二
六

人
。
名
ケ
山
小
学
校
（
内
山
一
雄
校
長
）

で
は
、
尾
身
陽
子
さ
ん
（
写
真
中
央
）

一
人
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

の
あ
と
教
室
に
入
っ
て
二
年
生
七
人
か

ら
温
か
い
祝
福
を
受
け
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

緊
張
し
た
面
持
ち
で
担
任
の
野
本
先
生

の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
編
集
後
記

▼
今
月
号
か
ら
表
紙
と
裏
表
紙
を
二
色

に
い
た
し
ま
し
た
。
，
出
来
栄
え
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
寄
せ
’
く
だ
さ
い
。
▼
四
月
は

人
事
異
動
の
月
。
広
報
担
当
の
保
坂
係

長
と
①
が
異
動
し
、
新
た
に
小
川
係
長

と
鈴
木
を
迎
え
ま
し
た
。
⑫
ほ
先
を
越

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
新
進
気
鋭

の
二
人
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
広

報
紙
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
役

割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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